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レグザブルーレイ 

ま芝ブルーレイディスクプレーヤー/ライター 

取扱説明書 

ぉ名 D - BR 1 


ご使用の前に： 2 


レグザリンクで 11 
操作する： '' 

レグザリンク.1に 
ダビングする： ' 〇 

ビデオカメラか!5 つ〇 
ダビングする： 


レコーダー か！5 つつ 
ダビングする ：ムム 



ディスクを つに 
再生す る： 


必ず最初に 

r ま全上のごま意」 （面す〜） と 
r 使用上のお願いとごミち意」 

(雨デ〜） をお読みください。 


与 WB B ぶ巡抽歷置 T 

IfurayOfsc 一 VIDEO/RW/R 〇に "4 し AUDIO 

AVCAEC" BONUS l//£W^ 

Z>VCHDm x.v.Color 

^ 藝踞 。 I Harm Java 



その他： 35 


ま全上の 
ごを意： 



:-このたびは東芝ブルーレイディスクプレー 
ヤー/ライターをお買い上げいたださまして、 
まことにありがとラございます。 

:-おホがのブルーレイディスクプレーヤー/ラ 
イターを正し<使っていただくために、お使 
いになる前にこの「取扱説明書」をよ<お読 
み < ださい。 

お読みになったあとはいつも手元において 
ご使用 < ださい。 

:■本機の接続や設定で「わからない」「困っ 
た！」そんなとさは、「困ったとさは？」 
(与>48ぺージ）「さくいん」（吟6日ページ） 
をご覧ください。 







ご使用の前に 

ダビング1 テレビで録画した番組を、ブルーレイディスクへダビング 


LAN ケーブル 



巧応ずるまちテレビ 


置 


回 






HDMI ケーブル 


頁 る ブルーレイディスクの再生 


ブルーレイ/ 
DVD ディスク 





ブルーレイ/ 
DVD ディスク 


感 




ダビング2 ビデオカメラか6、ブルーレイディスクへダビング 



ダビング3 レコーダーか6、ブルーレイディスクへダビング 
対応ずるま芝レコーダー 

^_^ 本機 

^-- ^" ' "1 


LAN ケーブル 


ブルーレイ/ 
DVD ディスク 

感 


ご ほ用の 前に〜必ず最初に「きを上のごを夏と「使用上のお願いとごを夏をお読みください〜 
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ご使用の前に 

r まを上のごま意 J ([MZ 〜）と 

ち<じ 

r ほ用上のお願いとごま意 J (巧た^〜）を 
化ず最初にお読み<ださい。 


ごほ用の前に 


本機の特長 . 吕 

ちぐじ . 3 

各部のなまえ . 4 

本体とリモコンを準備ずる . 巨 

電源を入れる-ディスクを入れる . 7 

ダビングについて . 8 

録画モードについて . 9 

ディスクを初期化（フォーマット）する•••10 

レグザ U ンクで操作する _ 

テレビ（レグザ）と本機を接続ずる……11 
テレビ（レグザ）と本機の設定をずる•••13 
テレビ（レグザ）のリモコンで 
本機を操作ずる . 14 

レグザ y ンク•ダビングする 

テレビ（レグザ）で録画した番組を 
ダビングずる . 16 

ビデオカメラか5ダビングする 

ビデオカメラの映像をダビングずる……20 

レコーダーか 5ダビングする _ 

レコーダーと 本機を接続ず る . 吕吕 

レコーダーと 本機の設定をずる . 24 


レコーダーで録画したタイトルをダビングずる-••吕已 


ディスクを再をする 


市販のディスクを再生ずる . 吕巨 

ダビングしたディスクを再生ずる . 27 

再生中に使えるボタンや機能 . 28 

市販のブルーレイディスクを楽しむ……32 
音楽用 CD を再生ずる . 34 

その他 _ 

東芝テレビ（レグザ）巧のテレビと接続ずる•••3已 

才ーディオ機器と接続ずる . 36 

機能の設定と変更 . 37 

ディスクについて . 4已 

ダビングしたディスクを保護ずる/ 

フアイナライズずる . 47 

困ったときは？ . 48 

仕様 . 已3 

言語コードー覧 . 已4 

本機で使用している登録商標について••-已已 
本機で使われるソフトウ I アのライセンス情報••已巨 

をを上のごま意 . 已1 

使用上のお願いとごま意 . 巨巨 

さくいん . 已9 

付属品を確認ずる . 70 

商品の保証とアフターヴービス . 71 

商品のお問い合わせに関して . 裏表紙 


この取巧説巧書巧のマークの見かた 



機能などの補足説明、参考にしていたださた 
いこと、制限事項などを記載しています。 


取扱上のごを意を記載しています。 


r — ^参照していたださたい情報が記載されている 
I ~ 3 ぺージの番号をおしています。 


本機で使用できるディスクやフォーマットを表すマーク 

マークび表示されていない機能は、使用できない-対応していないことを表します。 

し 日 D-video 1映画ソフトなど、市販の BD-Video ディスク { VR 別- 7’ 外1 VR フォーマットの DVD-R/RW/RAM 
し DVD-Video 〕 峽画ソフトなど、市販の DVD-Vide □ディスク { ite か- 7 ット1 Vidso フォーマットの DVD-R/RW 
し BORE 〕 記録済み BD-RE い叫仍-マッリ BDAV フォーマツ h の DVD-R/RW/RAM 

[ BD-R J 記録済み BD-R (— ~瓦~1 CD-DA フォーマツトの音楽用 CD 
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ご使用の前に 


各部のなまス 



前面 



「記録」表示： 

記録（ダビング）中に点灯します。 


「再生」表示： 

再生中に点灯します。 



ディスク挿入口 

巧 


ディスクを 

取り出します。 

政 


リモコン USB 機器を 
受光部 接続します。 

120デ133デ 


>本機では、 US 目 HDD を使用することはでさません。 


電源コード 



iS 


ビットストリーム/ 映像-音声出力端子 LAN 端子 
PCM (光）端子歷^ 庶ぞ歷7 町す匿す 


電源プラグ[Iす 


;令却用フアン 































ディスクを取 0 出す 


電源を入れる/切る 


ダビングするとさの 
画質を設定する 

本機の設定を確認- 
変更する 


ディスクに記録された 
タイトルを表ちする 

「ポップアップ/メニュー」 
を表术す々 


「クイックメニュー」 
を表术ず々 




本機の操作画面などで 、I 
英数字を入力するとさ 
に使います。 


取出し 録画モード I 設定メニ 

3 A 


音芦 字幕 アンブル 


4 5 


7 I 8 9 


杭スリニュ-1 


I 見るナヒ 


本機の操作画面などで 
使います。 


ディスクを再生する 
ときに使います。 


民る 


クイック 


◄◄ 

► 

►► < 



■ 

►►1 


と. 

II 

[■* 


終/ 画面表の 


コマ送りス□— 


©@ 


TOSHIBA 


►:再3 

E ボタン 

■ :停 U 

ニボタン 

■ ■: — お 

S 停止ボタン 

一：早居 

真しボタン 

►►:早 S 

曼りボタン 

ご:別 

ニップボタン 

と： ヮニ 

U : 

ノタッチ 
f レイボタン 

-►:ヮニ 
■♦ス4 

ノタッチ 
ニ ップボタン 

!!► : □ N 

r 送りボタン 


「トップメニュー」を 
表ちする 

方向ボタン：選ぶ 
ミ夫定ボタン：ミ央定する 

一つ前の画面に戻る 


本機の設定画面や、メ 
ニュー画面などを終了 
する 


再生状態を表をする 


r ディスクメニュー」 
を表のする 



ご ほ用の前に〜 化ず最初に「{なを上のごを夏と「使用上のお願いとごを夏をお読みください〜 

















































































































リモコンのほ用範囲 


ご使用の前に 

本化と IJ モコンを準備する 


ごほ用の前に〜 必ず最初に 「安を上の ごを夏と岳 用上の お願いとごを夏をお読みください〜 


ふたを閉める 







電源プラグをコンセントに差し込 
む 

本体の ■■ またはリモコンの 
^を巧す 

本体前面の r 電源」表示び青色に点なします。 

-「電源」表示び点滅しているとをは準備中で 
す。そのままお待ちください。 


電源ボタンと電源表示 




電源ボタン 


テレビの電源を入れる 

テレビのチヤンネルを、本機を接 
続した外部入力(例： HDMI 1) に 
切り換える 

-詳し<はお使いのテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• 正しい入力に切り換えると、スタートアップ 
画面が表示されます。 

-最初に電源を入れたとさなど、時刻設定画面 
が表示された場合は、現在曰時を設定して< 
ださい。 143 デ 


本体の^ ■ またはリモコンの 
M を押す 

電源び切れ、本体前面の「電源」表示びミ肖なします。 


• 停止状態で、本機を操作せずに約30分経過する 
と、電源び自動で切れまず。 


1 ディスクの巧刷面を上にして、挿 

入□に入れる 

• 両面記録の DVD は、再生したい面を下にして 
入れます。 

• ディスクの初期化については、 |1 ですをご覧 
<ださい。 



ださい。ディスクび挿入されている状態で別の 
ディスクを入れると、故障の原因にな0ます。 

参ディスクの信号面(光っている面）に、指紋など 
びつかないよラにごを意ください。ディスクに 
指紋などびついていると、記録でさない場合び 
ありまず。 

II ■ディスクを取日出す 

〇本体のまたはリモコン①を 
押ず 

ディスクを再生しているとをは、^■を押し 

て、再生を停止させてから行ってください。 

©途中まで出たディスクを手で取り出ず 

-ディスクび出た状態で本体を揺するなどす 
ると、ディスクび落下することびあります。 

-途中まで出たディスクを再度挿入するとを 
は、ディスクを一度取り出してから入れ直 
してください。 


IIB 暗証ま号の人力画面び表示された 6 

他のレコーダーなどで暗証番号び設定されてい 
るディスクは、本機で使用するとをに、暗証番号 
を入力して < ださい。暗証番号を入力しないと、 
ディスクを再生した D 、 ダビングしたりでをませ 
ん〇 

《本磯では、ディスクの暗証番号の設定や変更 
はでをません。 



ご巧用の前に 

電源を入れる • ディスクを入れる 


ごほ用の前に〜化ず最初に「まを上のごを夏と「使用上のお願いとごを夏をお読みください〜 

















ご使用の前に 

ダビングについて 


ダビングでをる内容 


内容 

ブルーレイディスクへの記録 

DVD への 記録 

データ 放送 

記録でをません 

記録でをません 

字幕 

記録でをます 

記録でをません 

複数の映像 

すべての映像を記録でをます X ' 1 

主映像のみ、記録でをます 

マルチ音声 

すべての音声を記録でをます** ='2 

1つの音声のみ、記録でをます 

二重音声 

2つの音声を記録でをます 

主音声のみ、記録でをます 


《1画質を変更してタピンクする場合は、主映像のみ記録でをます。 

《2画質を変更してダビングする場合は、2つの音声のみ記録でをます。 


本機で記録できる時間は、録画したま組、ディスクや録画モードなどによって異なります。 
ダビングでをるディスクについては^^ l ^を、録画モードについては^§^をご覧ください。 


3時間モード 
4時間モード 
白時間モード 


《表の内容は理論上の計算値であ D 、記録時間を保証するちのではありません。 

《ソフトウェアの更新などに伴い、表の内容は変更される場合びあ D ます。最新の記録時間一覧表について 
は、まちブルーレイ/ DVD <レグヴ〉お客様ヴポートぺージ ( htt |3:// www . toshiba . co . jp / re 巨 za / bd _ 
dvd /) をご覧ください。 

《テレビの長時間モードで録画したま組をオート(標準)でダビングするときは、よりをくの時間を記録する 
ことびでをます。 


地上デジタル放送のま組綱1時聞をダビングした場合の目まは、しツ下にな D ます。 


ダビングずるディスク 

時間 1 

ブルー レイディスク 

30〜40分程度 

DVD ディスク 

1時間程度 


《ダビングにかかる時剧ま、録画したま組やディスク、録画モードなどによって異なります。 



記録時間の目ま 


ダビングにかかる時間の目ま 


BD-R/RE 
(片面1 層 25GB) 

BD-R DL/RE DL 
壯面 2層 己 0 G 曰） 

DVD-R/RW 
壯面1 層 4.7GB) 

DVD-R DL 
(片面 2層8. 已6已） 

BS デジタル放送： 

約2時間1日分 

目 S デジタル放送： 

約4時間2日分 

— 

— 

地上デジタル放送： 

約3時間 

地上デジタル放送： 

約目時間 

— 

— 

約2時間 

約3時間3目分 

約2時間1日分〜 
37時間 

約4時間2日分〜 
74時間 

約2時間〜 

9時間48分 

約3時間3目分〜 
17時間42分 

約3時間 

約目時間 

約3時間 

約已時間24分 

約4時間 

約8時間 

約4時間 

約7時間12分 

約6時間 

約12時間 

約目時間 

約]日時間日4分 


前に 


'必ず最初に夏を上のご望邑と r 使用上のお願いとご望邑をお読みください， 
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ぴったりダビング対応機種の場を_ 

ブルーレイディスクには 
ディスクの空き容量が足りるとき： 

そのままの状態でダビングします。 （ DR 録画 
モード） 

ディスクの空き容量が足りないとき： 

一枚のディスクにぴったり収まるように、自動 
で画質を変換してダビングします。_ 

DVD には 

ディスクの空き容量が足りるとき： 

固定の画質に変換してダビングします。 （2 時 
間録画モード） 

ディスクの空き容量が足りないとき： 

一枚のディスクにぴったり収まるように、自動 


ぴったりダビング非対応機種の場を_ 

ブルーレイディスクには 

そのままの状態でダビングします。 （ DR 録画 
モード） 

-ディスクの空さ容量を判別でをません。 
•ディスクの容量を超えると、ダビングが中 
止されます。 

DVD には 

固定の画質に変換してダビングします。 （2 時 
間録画モード） 

-ディスクの空さ容量を判別でをません。 
•ディスクの容量を超えると、ダビングが中 
止されます。 


で画質を変換してダビングします。_^_ 

約3/4/目時間分の番組やデータを、片面一層ディスクー枚に収まるよラに、画質を変換してダ 
ビングします。 

•長時間になるほど、画質は低くなります。 

《 巧応ずる東芝テレビに P 3/ Z 3/ ZP 2/ ZG 2/ Z 2/ X 2/ XE 2 の各シリーズ 2011 年 11 月現在)と、 AVCHD 方式のビデ 
才カメラ 

ぴったりダビング対応機種の最新情報は、当社ホームぺージ （ h け p :// www . toshiba . co . jp / re 旨 za / link /) をご覧くだ 
さい。 


•「オート(標準)」を選んでいてち、番組の容量び多すぎるとさなど、ダビングでさない場合びあ0ます。 

♦ブルーレイディスクには八イビジョン画質(録画した番組び SD のときは標準画質のまま）で、 DVD には標準画 
質で記録されます。 

•ぴったりダビングに対応する東芝テレビか5、ディスクぴったりにダビングしたい場合は、本機の録画モードで 
「オート(標準)」を選んでおいてください。「オート(標準)」切外を選んだ場合は、選んだモードでダビングされま 


ご使用の前に 

録画モードについて 


ダビングを開始するテレビやダビングするディスクなどに合わせて、録画モードを設定してください。 
※録画モードによっては、時間び足りないときなど、ダビングに失敗することびあるのでごま意ください。 

1 Si をくり返し巧す 

I iii を押すたびに、じ(下のように切り換わります。また、 Si を巧して、約4砂で自動的に表示扰肖えます。 


ご ほ用の前に〜 化ず最初に「まを上のごを夏と「使用上のお願いとごを夏をお読みください， 
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ご使用の前に 

ディスクをネ刃期化(フオーマツト)する 


ダビングする前に、ディスクを初期化します。 

1 ディスクを入れる 

未使用のディスクを入れたとをなど、しツ下の 
画面び表示されます。 


ディスク初期化 

本機で初期化されていないデイスクです。 
ディスクを初期化しますか？ 


m ダビングでをるタイトル数 

ディスクにダビングでさる最大タイトル数は、それぞれ 


政下の通りです。 

BD - R / BD-RE 

: 2日日タイトル 

DVD - R / DVD-RW 

:目目タイトル 


2 


-画面が表示されない場合は、下記 rr ディスク 
初期化」画面び表示されないとさは」の手順を 
行ってください。 

【はい】を選び、®を巧ず 

初期化び始まります。 

ディスクによって、フォーマツトち式は異な 
ります。 

BD - R / BD-RE : BDAV フォー マツト 
DVD - R / DVD-RW : VR フオーアット 


||国 r ディスク初期化 J 画面び表示されないときは 

〇麵 gi を押ず 

©【ディスク / USB メモリー管 阻を選び、 
參を押ず 

〇【ディスク初期化】 を選び、©を押ず 

-確認画面で 【はい】 を還び、@を巧すと、デイ 
スクの初期化び始まります。 


>巨 D - RE または DVD - RW でち化や欠陥びをくなると、ダビングびできなくなることびあります。記録;きみの内容 
は削除されますび、ディスクの初期化を実行ずると改善されることびあ0ます。 

• 記録;きみの BD - RE や DVD - RW を初期化し直すと、記録内容はすべてミ肖モされます。 


ご ほ用の 前に〜必ず最初に「きを上のごを夏と「使用上のお願いとごを夏をお読みください〜 
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レグサ u ンクで操作する 

テレビ （ レグザ)と本機を接続する 


対応するまちテレビで録画したま組をダビングするには、本機とテレビを LAN ケーブルで接続します。また、 
H DM I ケーブルで接続すると、テレビとの連動操作び可能になります。テレビとの接続や詳しい操作について 
は、テレビの取扱説明書をご覧ください。 


接続する前に、本機および接続ずる機器の電源び切れていることをご確認ください。 


テレビと本機を、 LAN ケーブルで直接接続する 



テレビと本機を、ネットワークに接続ずる 


すでにインターネット常時接続環境びある場合は、レグヴ I 」ンク機能だけでなく、日 D - Live ™ 觀随使うことをできまず。 



レグザリンクで操作する 
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《取新情報などについ T は、当社ホームぺーシ （ http :// www . toshiba . co . jp / re 呂 za / link /) をご fc くださし、 


I HDMI ケープルでの接続について 

♦ HDMI ケーブルは 、 HDMI nj ' CHOmi ) の表示びあるケーブルをお使いください。 

♦ HDMI 連動機能とは 、 HDMI CEC Consumer Electronics Control ) を使用した HDMI で規格化されてい 
るテレビなどを制御するための機能です。 CEC 規格に準拠した機器と接続したときは、一部の連動動作び行 
えますび、当社対応品外については動作を保話するわのではありません。 

♦ 1日8日プ□グレッシブ出力、ディープカラー出力、 3 D 映像ソフトの再生時などは、八イスピード HDMI ケー 
ブルをご使用ください。（標準 HDMI ケーブルでは、正常に動作しないことびあります） 

♦本機の HDMI 出力端テとテレビやモニターの DVI 入力端モとを接続するとさは、接続する機器び著作権な護巧 
術である HDCP 機能に対応していることび必要です。ただし、接続した機器や出力映像によっては、映像表示 
に制限びあったり、表示されないことびあります。また、本機の HDMI 出力端子は、 VGA は出力しません。 

♦ HDMI は新しい技術です。今歡 HDMI のパージョンび変更になった場合、本機で対応できない機能び出てく 
ることがあ0ます。 

♦接続するテレビやプ□ジェクターによっては、音声び出ない場合びあ0ます。そのとさは、 r 高品位音声優先出 
力設赴を 【 HDMI 】一[ PCM ] 「40ザ に設定してください。 

I LAN ケープルでの接続について 

♦詳しい接続方法については、お使いの通信機器の取扱説明書をご賣< ださい。 

♦ 接続び完了した5、「通信設定」 「41ぞ 〜 「43で で必要な設定をして < ださい。 

♦ルーターは通信速度び I 日 BASE - T または I 日日 目 ASE - TX に対応しているルーターを使巧して くださし ' i 。 ま 
た、八ブを使巧した接続は保証しておりません。（ネットワークの使用環境によって、通信速度に差び生じるこ 
とびあります。本機は通信速度や通信品質を保証するわのではありません。） 

♦ インターネットに関するご不明な点などは、ご契約の回線事業ちやケーブルテレビ尝社、プ□バイダーなどに 
お問い合わせください。 


レグザリンクで操作ずる 

テレビ（レグザ)と本機を接続するっづき 


レグザリンク. ダビング巧応機種 

ZP 3/ Z 3/ ZP 2/ ZG 2/ Z 2/ X 2/ XE 2/ RE 2/ RS 2/ RB 2/ X 1 / ZG 1 / ZS 1/ F 1/ Z 1/ Z 1 S / RE 1 / RE 1 S / 
HE 1/ H 1/ H 1 S / R 1 / ZX 9 已〇 0/ Z 9 已〇 0/ ZX 9000 / Z 9000 / ZX 8000 / ZH 8000 / Z 8000/ 
ZH 7000 / Z 7000 / ZH 已〇 0/ ZV 已〇〇の各シ U — ズ （201 1年11月現在） 


レクザリンクで操作する 
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^ お買い上げ後に設定を変更した場合は、 u (下の設定をしてください。 


項目 設定内容 


IP アドレス設定 

自動取得-^しない 


IP アドレス 

192.168 .1.20 


ヴブネットマスク 

2己己.2己己.2已已 .0 


デフオルトゲートウェイ 

192.168 .1.1 

DNS 設定 

自動取得しない 


DNS アドレス(プライマ U ) 

192.168 .1.1 


■ r 服 Ml 連動設定 J を杰るぶ 


〇 「 HDM 腫動設定 J 画面にずる 

0 L ソ下の項目び設定されていることを巧詔ず 
る 


1 I 頁 g 

設定内容 

HDMI 連動機能 

使用する 


-電源を連動させるかどラかなどは、お好みで設定 
しす0 


項目 設定内容 


IP アドレス設定 

自動取得しない 


IP アドレス 

192.168 .1.1 己 


ヴブネットマスク 

2己己.2己己.2已已 .0 


デフオルトゲートウェイ 

192.168 .1.1 

DNS 設定 

自動取得■しない 


DNS アドレス(プライマ U ) 

192.168 .1.1 


runiwii; 古乱齡 I たけ 

を押ず 

0 「操作.管理設定 J を選び、®を押ず 

CKHDM 腫動機能 J で惟用する】を選び、® 
を押ず 


本機側の設定をする 

■ r 通信設定 J ぁ赖_ 

ojggi を押ず 

〇 r 通信設定 J を選び、^を押ず 

0 nP アドレス設定 J と 「 DNS 設定 J び【自動取 
得】になっていることを確認ずる 



-【自動取得】になっていないとをは、項目を還んで 
©を巧し、自動取得するよラに設定します。 

※ダビングでさないとさは、下の設定をお試しく 
ださい。 


テレビ側の設定をする 

テレビの画面とリモコンで操作 

■ r 通信設定 J を，破__ 

〇 r 通信設定 J (または r 通信接続設定 J 、「 1 _ A N 端 
子設定 J ) 画面にずる 

© LU 下の頂目び設定されていることを巧詔ず 
る 




IP アドレス設定 

自動取得 

DNS 設定 

自動取得 


• 設定されていないとをは、項目を変更してなをし 
ふ^ 〇 

《ダビングでさないとさは、1;|下の設定をお試し< 
ださい。 


>テレビと本機を設定してか5ダビングできるようになるまでに、9日秒程度の時間びかかることびあります。 
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レグザリンクで操作する 

テレビ （ レグザ)と本機の設定をする 


東芝テレビの設定をご購入後に変更していない場合は 
本機とテレビをつなぐだけで、レグザリンク機能をお使いいただけまず。 


レグザリンクで操作する 












レグザリンク（レグザリンク.コント ローラ) で操作する 

テレビ ( レグザ)のリモコンで本機を操作ずる 


テレビの U モコンを使って、本機の基本的な操作をすることびできます。 

下は操作の一例です。 U モコンのボタンや動作、機器操作メニューなどの名称や有無は、機種によって異 
なります。詳しい操作ちまやお知らせなどは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


本機をお作巧をる巧 ibl ピのお|を吕ボ:な若 



レクザリンクで操作する 
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機巧操作ぶ:よぶ化良操作一也る 

li (下の手順で r ま芝レコーダーを操作」といラメニューを表示させると、テレビの U モコンで、本機の基本的な 
操作をすることびでをます。 


対応機種 


ZP 3/ Z 3/ ZP 2/ ZG 2/ Z 2 の各シ U - 
ズ 


テレビの画面とリモコンで操作 



X 2/ XE 2/ RE 2/ RS 2/ RB 2/ X 1/ 

ZG 1/ ZS 1/ F 1/ Z 1/ Z 1 S / RE 1/ 

対応機種： 

RE 1 S/HE 1 / H 1 / H 1 S/R 1 / 
ZX 9500/ Z 9500/ ZXg 000/ 
Z 吕〇〇 0/ ZX 8000 / ZH 8000/ 
Z 8000 / ZH 7000 / Z 7000/ 
ZH 己00 / ZV 己00の各シ U —ズ 


テレビの画面とリモコンで操作 


〇|レグサメこ:1-|を押ず 

〇イ•►►で r 入力切換 J を選び、▲を押ず 
0本機を接続した入力 ( rHDMI リなど)を選び、 
@を押ず 

-1；1下のよラな機器操作メニューび表示され、本機 
を操作することびできます。 


0 | U 7' ザ‘リンク I を巧す 

©「 HDM 腫動機器を操作ずる K または「映像を 
見る/機器選択 J 、 r 東芝レコーダーを操作 J な 
ど)を遺び、@を押ず 

- 「 HDMI 連動機器を操作」画面などび表おされた 
ら、手順0に進みます。 

-「機器還択」画面などび表おされた5、手順〇に進 
みます。 

0テレビに接続した H D M I 連動機器び、本機だけ 
のとき：「機器を操作ずる」を選び、国を押す 
テレビに接続した H D M I 連動機器び、複数あ 
るとき： r 機器を選択ずる J を選び、困を押ず 

-手順〇に進みます。 

〇 r 機器選択 J 画面で本機を選び、因を押ず 

-し U 下のよラな機器操作メニューび表示され、本機 
を操作することびできまず。 


晚巧お化式し、左 

下は一例です。操作メニューの名称や項目の有無は、機種によって異な D ます。詳しい操作ちまやお巧ら 
せなどは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


例：機器操作メニユ - 

Cm スタ-トメニユ— 

呈番組表 
Ms 見るナビ 
10録画予約一費 
む f 設定メニュ — 

き/〇ドライプ切換 
[■1 画面表示 
の電源 
E 乙その1也の操作 


卜 画 

I DVD トップメニユ • 
- I __ DVD メニュー _1 雨 

■ _ W 留切換_ I 巧 


見るナビ 

•見るナビ/ディスクのトップメニュー / CD 卜 
ラック U ストを表示する 

設定メニュー_ 

•設定メニューを表示する 

画面お。 

• 再生状態を表示する 

電源 _ 

• 電源を切る 


レクザリンクで操作する 
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レグザリンク.ダビングする 

テレビ ( レグザ)で録画した番組をダビングずる 


レグザ U ンク.ダビングのごミち意 


• r テレビー HDM 裡動電源オスを r 連動する」に設定しているときは、ダビングの開始直後や複数ダ 
ビングの合間にテレビの電源を切ると、ダビングの途中で本機の電源び切れる場合びあります。 

•ダビング中にテレビの予約録画び始まると、ダビングは中止されます。 

• ダビング10タイトルは、ダビングを中止または失敗しても、ダビングできる回数び1回減る場合びありま 
す。 

•ダビングの画面で表示される残量の％は、あ < まで目まです。 

•ダビングの残量は、ダビング前の計算とダビング後で異なる場合びあります。 

•ぴったりダビングに対応するまちテレビから、ディスクぴった D にダビングしたい場合は、本機の録画モー 
ドで r オート(標準)」を選んでおいて < ださい。 r オート(標準)」しツ外を選んだ場合は、選んだモードでダビン 
グされます。 


ダビング前の準備について 


レグ ヴ U ンク . ダビングを開始する前に、しツ下の準備をしておいてください。 

»準備 _ 

• ディスクを入れる（ディスクの初期化については、面すをご覧ください） 

• ダビングしたい番組の時間を調べて、録画モードを設定ずる m" 


レグザ y ンク•ダビングする 
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I 切るには、 PI を付ける_ J 

-ダビングが始まってしば6くすると、画面の 
ち下に進行状況が表示されます。 


下は操作の一例です。 U モコンのボタンやダビング開始の動作は、機種によって異なります。詳しい操作 
方法やお知らせなどは、それぞれの取扱説明書をご覧<ださい。 


テレビの画面とりモコンで操作 

1 I レグサメ ニ: L - ] を巧す 

2 と区司で、 r 見る」嗦 

r 録画リスト」の順に進む 

クダビング元の機器を選び、 g を巧 

-この手順がない場合をあります。 

A ダビングずる番組を選び、^:を 


4 f 甲呈 



r 1件ダビング」または r 複数ダビ 
ング」を選び、 I ;視 I を巧す 

ダビング知こ本機を選び、@を押ず 

-ダビング先に指定でをる機器び1台の場合、 
この手順はありません。 


ダビング巧指定 
ダビング巧を指定して < ださい。 


卜 LAN'S 

Cd D-BR1 





r 複数ダビング」の場合は、む下の 
操作をずる 

〇ダビングずる番組を選び、 g を押ず 

. を巧すたびに、囚と□び交互に切り 
換わり、ゾを付けたま組びダビングされ 

cK ^ 〇 

©ダビングずる番組をずべて選んだ5、 
を押ず 

• 一度にダビングでさるのは1日ま組まで 
です。 

「ダビング」画面で「はい」を選び、 


8 「ダビング 
g を巧す 



い 5 已 1 

:100% ►►► 1加％ 

還巧した香組を 
実行をは、コピー可旨 


121 ダビング按了時電源オフ 


ずビングしますか？ 

回数ぴ残り 8 回になります。 


はい I いい文 





テレビが「ぴったりダビング」に対応している 
場合は、政下の;><ッセージび表示されます。 
「はい」を選んでください。 

「いいえ」を選ぶと、ダビングでさる時間が短 
<なります。 

圧縮してダビングすると、画質が低下します。 



びった0ダビング 


1枚のディスクにおさまるように圧摘してダビングしまず。 
よろしいでずか？ 


1 

はい 

1 



「はい」を選びます。 


ホ USB1 吟卜 LAN-S < j D-BR1 
1/1 — 10 % 


対応機種 


ZP 3/ Z 3/ ZP 2/ Z 白 2/ Z 2 の各シ U - ズ (201 1年11月現在） 


レクサ U ンク•タヒンクする 
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テレビの画面とリモコンで操作 

j I レヴザリンヮ I を巧す 


r 複数ダビング」の場合は、む下の 
操作をずる 

〇ダビングずる番組を選び、 g を押ず 

. 定 I を巧すたびに、囚と□び交互に切り 
換わり、✓を付けたま組びダビングされ 

cK ^ 〇 

0ダビングする番組をすべて選んだ5、 
LSD を押す 

• 一度にダビングでをるのは1日ま組まで 
です。 


「ダビング」画面で「はい」を選び、 


8 「ダビンク 
I 決ま I を巧ず 


しツ下は操作の一例です。 U モコンのボタンやダビング開始の動作は、機種によって異なります。詳しい操作 
ち法やお巧らせなどは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


レグザリンク.ダビングする 

テレビ(レグザ)で録画した番組をダビングずる っづを 


ダビング終了後に本機の電源を 
切るには、囚を付ける 


• ダビングが始まってしばらくすると、画面の 
ち下に進行状況が表示されます。 


因ダビング授了時電源オフ 


「録画番組を見る」を選び、決定を押ず 


ダビング元の機器を選び、@を巧す 

-この手順びない場合ちありまず。 

ダビングずる番組を選び、を 
押す 

• XI のみ、 ES ] の化わりに I ワイツワ I ホ巧し、 
「ダビング」を還んで I ;夫定 I を巧します。 

r 1件ダビング」または r 複数ダビ 
ング」を選び、 I ;妨 I を巧ず 

ダビング制こ本機を選び、民司を押ず 

-ダビング先に指定でさる機器び1台の場合、 
この手順はありません。 


ダビング先指定 


ダビング巧を指定して < ださい。 


卜 LAN'S 

り D-BR1 

ホ USB2 


n— ドディスク吕 



テレビが「ぴったりダビング」に対応している 
場合は、政下の;><ッセージび表示されます。 
「はい」を選んでください。 

「いいえ」を選ぶと、ダビングでをる時間が短 
<なります。 

圧縮してダビングすると、画質が低下します。 


ぴったりダビング 


1巧のディスクにおさまるよラに圧縮してダビングしまず。 
よろしいでずか？ 


1 

はい 

1 



「はい」を選びます。 


争 USB1 今卜 LAN-S < D-BR1 
1/1 — 10 % 


対応機種 


X 2/ XE 2/ RE 2/ RS 2 /R 目 2/ X 1 / ZG 1 / ZS 1/ F 1/ Z 1/ Z 1 S / RE 1 / RE 1 S / HE 1 /H 1 /H 1 S / 
R 1 /ZX 目己00 / Z 9 己00 /ZX 目000 /Z 目000の各シ U — ズ (201 1年11月現在） 


2 3 4 5 6 

レグザ y ンク•ダビングする 
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2 「映像を見る/機器選択 j を選び、 @ を押ず 

3 ダビング元の機器を選び、(@)を押ず 

-この手順びない場合ちありまず。 

4 ダビングずる番組を選び、^を 
巧す 

5ダビング知こ本機を選び、@)を巧 

-ダビング先に指定でをる機器び1台の場合、 
この手順はありません。 



〇 r 複数選択画面へ」を選び、(〇)を押ず 

©ダビングずる番組を選び、(@)を押ず 

. を巧すたびに、囚と□び交互に切 
り換わり、✓を付けた番組びダビングさ 
れまず。 

0ダビングずる番組をずべて選んだ5、 

,~琴を押す 

• 一度にダビングでさるのは1日ま組まで 
です。 


7 「ダビング」画面で「はい」を選び、 
な苗を押す 


手順4で選んだ番組むがもダビン 
グずる場合は、む下の操作をずる 



ダビング終了後に本機の電源を切るには、因を 
付ける （ ZV 己00には、この設定はありません) 


• ダビンクび始まってしば6くすると、画面の 
ち下に進行状況び表示されます。 


しツ下は操作の一例です。 U モコンのボタンやダビング開始の動作は、機種によって異なります。詳しい操作 
ち法やお巧らせなどは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 



ZX 8000 /ZH 8000 /Z 8000 /ZH 7000 /Z 7000 /ZH 已〇 0/ZV 已〇〇の各シ U— ズ 
(201 1年11月現在） 



レクサ y ンク•タビンクする 






本機とビデオカメラの電源を切ってから接続してください。また、ビデオカメラを接続するとをは、 AC ア 
ダプターをご使用ください。 

ビデオカメラの詳しい操作方まやお知らせなどは、ビデオカメラの取扱説明書をご覧ください。 


AVCHD ち式の 
ビデオカメラ 



ビデオカメラ付属の 
USB ケーブル 


USB ミニ端子へ 



>デジタルビデオカメラとの接続び正しく認識できないときは、ケーブルを接続しなおしてみてください。また、 
接続するデジタルビデオカメラによっては、正しく動作しない場合や、一部の機能び使えないことびあります。 


ダビングび終了したことを確認してから、接続を解除してください。 


I ダビング中に電源を切ったり、 US 日ケーブルを巧いたりしないでください。本機の動作びおかしくなったり、 
ダビングした映像び破損する場合びあ0ます。 


ビデオカメラか6ダビジグする 

ビデオカメラの映像をダビングする 


AVCHD 方式のビデオカメラを USB ケーフルで接続すると、ビデオカメラに記録したデジタル八イビジョ 
ン動画をディスクにダビングでをます。 

対応するビデオカメラについては、当社ホームぺージ ( http :// www . toshiba . co . jp / re 巨 za / bd _ dvd /) をご覧 
<ださい。 


ヒデオカメラか百タヒンクする 
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ブルーレイディスクと DVD にダビングすることびでをます。ただし、 DVD にダビングするとをは、標準画質 
になります。 

»準備 _ 

• 本機とビデオカメラの電源を入れる（ビデオカメラの設定び必要なときは、設定をしておく） 


一す 


ダビングしたいディスクを入れる 

• ディスクの初期化については、55^をご覧 
<ださい。 

ダビングしたい映像に合わせて、 
録画モードを選ぶ ( T ^ 

停止中にを押す 

【 AVCHD ダビング】を選び、® 
を押す 

デバイス選択画面び表示された 
5、デバイスを選び、®を巧ず 


ダビングしたい映像を選び、胃を巧 


デバィス選巧 

USB テバイスを還巧してください。 


JVC 000000 

巧忌メモ U- 


JVC 000000 

SD 力ード 










複数のデバイスがあるとさなどに、この画面 
が表示されます。 

同時に認識でさるデバイスは、最大4個まで 
です。 


AVCHD ダビング 



©を押すたびに、囚と□び交互に切りお 
り、 V を付けた映像びダビングされます。 

-撮影曰で映像を還おする場合は、〇 ち 
し、撮影曰を還んで@を巧します。 

• 〇を巧すたびに、全ての映像を還おし 
り、解除したりでをます。 

ダビングしたい映像を選び終わ 
たら、も を巧ず 

確認画面で【はい】を選び、^を押すと、^ 
ングが始まります。 

-ダビングが始まると、画面のち下に進行も 
が表示されます。 


わ* 〇 ディスクダビング中 

1。— 20% I 


参 「 AVCHD ダビング」画面を表示しているとをに、ビデオカメラ側でメディアの抜を差しをしないでください。 


• ビデオカ^ラによっては、ビデオカメラ側で表示される映像の数と、 「 AVCHD ダビング」画面で表示される映像 
の数び一致しないことがあ0ます。 

•ディスクにダビングすると、映像の頭や終わりの部分び欠けることびあります。 

•映像の種類(一部の 3 D 映像など）によっては、ダビングできない場合びあります。 

参本機は SDXC カードか5の取り込みには対応していません。 

♦本機は AVCHD Ver . 2.0 には対応していません。 
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レコーダーか 5 ダビングする 

レコーダーと本機を接続ずる 


ネット de レックに巧応ずる東芝レコーダーと本機を接続ずると、レコーダーのタイトルをブルーレイディスク 
にダビングできまず。レコーダーとの接続や詳しい操作については、レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 
































































最新情報などについては、当社ホームぺージ ( htt | D :// www . toshiba . co . jp / re 邑 za / link /) をご覧ください。 


I HDMI ケープルでの接続について 

♦ HDMI ケーブルは 、 HDMI □3( HOmi ) の表示びあるケーブルをお使いください。 

♦ HDMI 連動機能とは 、 HDMI CEC Consumer Electronics Control ) を使用した HDMI で規格化されてい 
るテレビなどを制御するための機能です。 CEC 規格に準拠した機器と接続したときは、一部の連動動作び行 
えますび、当社対応品政外については動作を保罰するわのではありません。 

♦ 1日8日プ□グレッシブ出力、ディープカラー出力、 3 D 映像ソフトの再生時などは、八イスピード HDMI ケー 
ブルをご使用ください。（標準 HDMI ケーブルでは、正常に動作しないことびあります） 

♦本機の HDMI 出力端テとテレビやモニターの DVI 入力端モとを接続するときは、接続する機器び著作権保護技 
術である HDCP 機能に対応していることび必要です。ただし、接続した機器や出力映像によっては、映像表示 
に制限びあったり、表示されないことびあります。また、本機の HDMI 出力端子は、 VGA は出力しません。 

♦ HDMI は新しい技術です。今數 HDMI のパージョンび変更になった場合、本機で対応できない機能び出てく 
ることがあ0ます。 

♦接続するテレビやプ□ジェクターによっては、音声び出ない場合びあ0ます。そのときは、 r 高品位音声優先出 
力設赴を 【 HDMI 】一[ PCM ] 「40ザ に設定してください。 

I LAN ケープルでの接続について 

♦詳しい接続ち法については、お使いの通信機器の取扱説明書をご覧 < ださい。 

♦ 接続び完了した5、「通信設定」 「41ぞ 〜「43ザで必要な設定をしてください。 

♦ルーターは通信速度び1 日 BASE - T または1 日日 BASE - TX に対応しているルーターを使用して くださし、 ま 
た、八ブを使用した接続は保証しておりません。（ネットワークの使用環境によって、通信速度に差び生じるこ 
とびあります。本機は通信速度や通信品質を保罰するわのではありません。） 

♦インターネットに関するご不明な点などは、ご契約の回線事業者やケーブルテレビ舎社、プ□バイダーなどに 
お問い合わせください。 



レ n I 夕—か己タヒンクする 
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レコーダーか 5 ダビング する 

レコーダーと本 機の設定をずる 


レコーダー 側の設定をする 

レコーダーの 画面と リモコ ンで操作 

〇 r 設定メニユ ー J か5、 r イーヴネット利用設 
定」- r 利用ずる J を選ぶ 

©「ネット d e ナビ/ダビング/レッ ウ巧一 、 (-J 
タブを選び、じ TF を設定して保存ずる 


1 I頁 g 

設定内容 

ネット de レック/ 

サーパー 設定 

使ラ 

(フィルタ制限なし） 


0「アドレス/プ□キシ J タブを選び、じ TF を設 
定して保存ずる 


項目 設定内容 



※ダビングでさないとさは、しソ下の設定をお試しく 
ださい。 


項目 

設定内容 

DHCP 

使わない 

IP アドレス 

192.168 .1.20 

ヴブネットマスク 

2己己.2已已 .2 已已 .0 

デフオルトゲートウェイ 

192.168 .1.1 

DNS サーバー 

192.168 .1.1 


本機側の設定をする 

お買い上げ後に設定を変更した場合は、しツ下の設定 
をして < ださい。 

を押ず 

G r 通信設定 J を選び、©を押ず 
© riP アドレス設定 J と 「 DNS 設定 J び【自動取 
得】になっていることを確認ずる 



ここを確認する 


• 【自動取得】になっていないとさは、項目を還んで 
@を巧し、自動取得するよラに設定します。 

《•ダビングでをないとさは、下の設定をお試しく 
ださい。 


項目 設定内容 


_ IP アドレス設定_自動取得一しない 

IP アドレス 192.1目 8.1.1 己 

サブネットマスク 2己己.2已已 .2 己己.0 

デフオルトゲートウェイ 1目 2.1 目 8.1.1 

DNS 設定 自動取得^しない 

DNS アドレス(プライマ U ) 1目 2.168.1.1 


レ n I 夕—か百タヒンクする 
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I ディスクを入れる（ディスクの初期化については、面すをご覧ください） 
Iダビングしたいタイトルの時間を調べて、録画モードを設定ずる ITT 


レコーダーの 画面と リモコ ンで操作 

M 阮焉を巧し、 「 HDD 」 を選ぶ 


2 


4 


I 編集 ナビ I を押す 

ダビングしたいノ くーツを選び、喔) 
を巧す 

【ダビング】を選び、@を巧ず 

ダビング知こ [ LAN ] を選び、喔)を 
巧す 

選んだパーツによって、表示される画面は異 
なります。 


ダビング巧に本機を選び、喔)を巧 
ず 



• 二つ！;!上のバーツをダビングしたいとさは、 
ダビング画面で、バーツを還んで登録するこ 
とをくり返します。 

【コピー開始】または【移動開始】を 
選び、@を巧す 

ダビング終了後の電源について、確認画面び 
表示されます。【はい】または【いいえ】を選び、 
獲)を押します。 


II ■ダビジグしたあとのタイトルについて 

ダビングするディスクや録画モードによって、ダビングしたあとのタイトルは、じ I 下のよラに変ね D ます。 


旧/晒 


晒 


そのままの画質でダビングされます。 


旧/四/国 -► 国 

画質を落としてダビングされます。 


旧/四/国^晒 

標準画質 ( SD ) に落として 
ダビングされます。 


《「オート(標準)」を選んでいて、タイトルびディスクにおさま5ない場合は、途中でダビングび中止されます。 
《3/4/目時間モードを選んでいるとをは、長時間になるほど、低い画質でダビングされます。 

《レコーダー側で半角カタカナを使って入力したタイトル名などは、正しくダビングされない場合びあります。 


レコーダーか6ダビングする 

レコーダーで録画したタイトルをダビングずる 


下は操作の一例です。ダビング開始の動作や画面などは、機種によって異なります。詳しい操作ち法やお 
知らせなどは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

《レ〕ーダーからダビングできるのは、 TS / DR / AVC タイトルのみです。 （ VR / TSE / SKP などのタイトルは、 
ダビングでをません。） 

»準備 


_ I ブルーレイディスクにダビング I DVD にダビング 

オート(標準） 


3時間モード 
4時間モード 
色時間モード 


AVC 


AVC 


AVC 


AVC 


AVC 



ダビング充切換 


レ n I ダ—か5ダビングする 
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ディスクを再生する 


市販のディスクを再生ずる 


映画などを収録した市販のブルーレイディスクや DVD を再生します。 

操作説明は一般的な例です。使用するディスクによって、操作方まや;>(ニューの内容は異なります。ディスクの取 
扱説明書や画面の指示に従って操作して<ださい。 


ディスクを再をする 


BD-Video 1 〔 DVD-Video I [ 师郎フォ-マプト I 

1 ディスクを入れる 

自動的に再生び始まります。 

-自動的に再生び始ま6なし'!場合は、 D を巧 
して < ださい。 

-メニュー画面び表示された場合は、項目を還 


ポップアップメニューを表示ずる 


巨 D - Video ディスクには、再生を止めずにいろいろな 
操作びでさる「ポップアップメニュー」び記録されて 
し)るちのびあります。 


ホ如''づ I む 

再生中に拳を巧ず 


び、@を巧す 

停止する場合は、 I 

再生を終了します。 


f 再生中の映像1 


I を巧す 


トップメニューを表示する 

I BD-Video II DVD-Video II Vid 阳フす -7 ット "1 

ディスクには、全体の構成を確かめたり、見たい場面を 
選んだりでをるよラに、;ニュー画面が記録されている 
ちのがあります。また、;ニュー画面か6字幕や音声を 
切り換える場合ちあります。 

1 再生中に#を巧す 

画面の指示に従って操作します。 



{ポップアップメニュ ー1 


画面の指示に従って操作します。 


メニユーを表巧する 

I DVD-Video )| Vid 扣フォ -? ット〕 

トップ;>(ニューの他にち、デイスクに;>(ニューが記録さ 
れている場合があります。 


か巧础む 

再生中に > 


を巧す 


画面の指示に従って操作します。 


参ミ毎外テレビ番組のディスクなどで、吹さ替えの音源びない部分び才 U ジナル音源(外国語)にな0、曰本語と交互 
に切0換わる場合びありまず。 

参日 D - Video ディスクによっては、再生中に自動で一時停止する場合びあります。 HI を巧すと、一時停止を解除 
でさまず。 

参ディスクによってはトップメニューを「タイトル」としていることびありまず。 
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ディスクを再生する 

ダビングしたディスクを再生する 


本機や他のレコーダーなどで記録した、目 D - R / RE や DVD - R / RW などを再生します。 


見るナビか6再をする 


〔 BD-R 1[_ BD-RE 〕〔 VR フォ - マツト ] 〔 BDAV 別 - マツト〕 



ディスクを入れる 


見るナビび表示されます。 

• 見るナビび表示されないとさは、 
しま 9—0 


(例） I タイトル種別 I 〔タイトルち〕 



II ■タイトルを 保護ず る 

ダビングしたタイトルを誤って削除しないよラに、保護 
することびでさます。 

〇 • を押ず 

©【保護】を選び、®を押ず 

イ呆護されたタイトルに rfij びつをます。 

-イ呆護を解除するときは、手順0で【な護解 
除】を選びます。 

II ■タイトルを削除する 

削除したタイトルは元に戻すことはでをません。ごを意 
<ださい。 

〇タイトルを選び、 (3 を押ず 

©確認画面で【はい】を選び、©を押ず 

- BD-R や DVD-R では、タイトルを削除して 
ち、ディスクの空を容量は増えません。 


2 ▲•▼で再生したいタイトルを選 

び、®を巧す 

再生び始ま D ます。 胃 

• タイトルの頭から再生したいとさは、 

を巧します。 

3 停止ずる場合は、■■を巧ず 

再生を終了します。 


参見るナビに表おされる全タイトル数は、 BD - R / 


巨 D - RE の場合は1〜200タイト J レ、 DVD - R / 
RW の場合は1〜99タイトルです。 

参テレビとの接続で、映像入力(黄)端子を使って 
いるときは、見るナビの端の文字やマークの一 


部び表示されません。 HDMI 端テを使って、テ 
レビと接続することをおすずめします。 


II ■見るナビを表示する/巧表示にする 


I を押ず 

ボタンを押すたびに、見るナビの表示と非 
表示び切り換わります。 


II ■見るナビを並べ替无る 

見るナビの順まを、お好みで並べ替えることびできま 
す。 

クイッフ 

0# を押ず 

G 【並び替え】を選び、@を押ず 
〇【新しい番組順】または【古い番組順】を選 
び、@を押ず 


Video フォーマットの DVD - R / 
RW を再をする 


Video フォーマットで記録されている DVD ち、ファ 
イナライズされたディスクであれば再生でをます。 

1 ディスクを入れる 

自動的に再生び始まります。 

-自動的に再生び始ま5なし'!場合は、13を巧 
して < ださい。 

2 停止する場合は、■■を巧す 

再生を終了します。 



参「トップメニュー」 r メニュー」び記録されている 


ディスクは、市販の DVD - Video ディスクと同様 


の操作びでさます。巧 gr 


















ディスクを再生する 

再生中になえるボタンや機能 



ス 

ク 

を 

再 

生 

す 

る 


再を中にほえるボタン 



ボタン 

動作の説明 

己 

再生 

再生を開始 

mm 

一時停止 

再生中に押すと一時停止 
ちラー度押すと再生を再開 

mm 

停止 

再生を停止 

-続さ再生ができるディスクは、ちラー度押すと、続さ再 
生が解除されます。 

口 

早送り 

口 

早戻し 

早送り/早戻し再生 

- la / D を巧すたびに、速さび変わります。 

. 早送り/早戻しの速さは、再生するディスクによって 
異なります。 

. D を巧すと、普通の再生に戻ります。 

n 

ワンタッチ 

スキップ 

再生中に押すと、 30 砂ほど先に進んで再生 

ワンタッチ 
リプレイ 

再生中に押すと、 10 秒ほど戻って再生 

口 

巧 

スキップ 

チャプター/トラックを移動 

Ea :一つ先のチャプター/トラックに進んで頭 
出し再生 

Ba :現在のチャプター/トラックの先頭から再 
生 

続けて 2 回押すと、一つ前のチャプター/卜 
ラックに戻って頭出し再生します。 

ス□- 

を 

ス□- 

ス□-モーシヨン 再生 
. ^を巧すたびに、连さび変わります。 

《この機能は、 CD では働さません。 

つマ 送 U 

コマ送り 

コマ送リ 

一時停止中に、®を押すたびに、 1 コマずつ再生 
. D を巧すと、普通の再生に戻ります。 

《この機能は、 CD では働さません。 



参再生するディスクやタイトルによっては、操作び異なる場合や、禁止されている場合びあります。 
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〔 BD-Video 〕 〔 DVD-Video 11 BD-RE II BD-R ) 〔 VR7 才 -7 ット ] 
〔Vide 日フオづリト (BDAV フオ -? ツト I 

1 音声多重放送など、複数の音声び記 
録されているタイトルを再生中に、 
を巧す 


押すたびに音声が切り換わります。 

こヶ国語(こ重音芦)放送が記録されている夕 
イトル 

「主」、 r 副」、またはほ+訓表示となります。 

「ステレオ放送」 r モノラル放送」が記録されて 
いるタイトル 

「ステレオ」表示となります。（音声の切り換えは 
でさません） 

BD - Video ディスク/ DVD - Video ディスク 

現在再生されている音声番号などの情報が表 
示されます。 

- rfh で切り換え 6 れないときは、テレビ側の 
音声切り換えをお試し < ださい。 


〔 BD-Video に DVD-Video 〕 

1 複数の映像やアングルのあるタイ 
トルを再生中に、 ia を巧ず 


BD-Video J [DVD-Video J BD-RE 
BDAV フォ -7 ット I 


1 字幕び記録されているタイトルを 
再生中に、&を巧す 

現在の字幕設定を表示します 

2 ◄•►で項目を選び、▲•▼で字幕言 

語や、表示の入/切を切り換える 


•►で項目を選ぶ 


[ 1日本語 & 


>•▼で字幕言語を切り換える 


▲•▼で、表示の 
入/切を切0換える 


をくり返し巧して、字幕を切り換える 
ことちでをます。 


BD-Video 11 DVD-Video | BD-RE 


i Vide 日フす -? リト ] 〔日 DAV フ : J-? ット I 

再生するタイトルやディスクによっては、実際の画 
質のビットレートと異なる場合があります。 

4 再生中に龜を押ず 


【ビットレート表示】 を選び、@を 


押すたびに映像が切り換わります。 

-複数のアングルが記録されているシーンで画 
面に III ( アングルマーク）を表示させるよラ 
に設定することができます。〔药 T 


画面ち側に、ビットレートが表示されます。 

-ビットレート表示を消すには、手順2で【ビッ 
トレート非表示】を選びます。 


•「---」と表示されるときは、そのディスクに選択できるアングルや字幕び記録されていません。 

♦音声、宇幕、アングルの切0換えは、タイトルや内容によっては、ディスクのメニュー巧 g すを使って選びます。 
♦音声、字幕、アングルの切り換えは、すぐに切り換わらないことびあります。 

♦音声、字幕、アングルの表示は、一定時間経過すると消えます。 

•ダビングしたディスクでは、映像を切り換えられない場合びあ0ます。 


ディスクを再生する 
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ディスクを再生する 

再生中になえるボタンや機能っヴを 


くり返し再生ずる（リピート再を) 


選んだタイトルやチャプターなどをくり返し再生で 
をます。 


見たい場面を探す 


タイトルま号や経過時間などから、見たい場面を探 
すことびでをます。 



再生中に^田を巧す 



再生中に^田を巧ず 



ス 

ク 

を 

再 

生 

す 

る 


2 



▲•▼で r リピート再生」を選び、 
@を押す 

▲•▼で r 入」を選び、 g 固を押す 


◄•►で項目を選び、©を巧す 

タイトルリピート 

再生中のタイトルをくり返し再生します。 

チャプターリピート 

再生中のチャプターを<り返し再生します。 

A-BiJ ピート 

指定した範囲 ( A 点〜目点)だけを< り返し再生 
しぶす 。 

〇くり返したい範囲の最初のところで、 
©を押ず 

ボタンを押したところび A 点として記憶 
されます。 

©くり返したい範囲の終わりのところ 
で、^を押ず 

ボタンを押したところが目点として記憶 
され、 A 点と目点の間の、< り返し再生が 
始まります。 


- U ピート再生を終了させるには、手順 3 で 
「切」を選びます。 



•ディスクや内容によっては I 」ピート再生び禁止 
されているちのびあ0ます。 


f ▲•▼で項目を選び、©を押ず 

タイトル選択 

タイトルの頭出しがでさます。 

チャプター選択 

チャプターの頭出しびでさます。 

再生時間 

経過時間を指定でさます。 

3 数字ボタン、または▲•▼で数字を 
入力ずる 

4 © を押す 

指定したところから再生が始まります。 



•ディスクの種類や、記録されている状態によっ 
て、表示される画面び異なります。 

•タイトル番号の記録されていないディスクで 
は、タイトル番号を指定することはできません。 
♦ディスクや場面によっては、経過時間を使って 
場面を探すことびでさないことびあります。 


最をに止めた位置か5再まする(続を再ち) 


[BD-Video 11 DVD-Video 11 曰 D-RE |〔 BD-R 〕〔 VR7 才 一 7 ツト I 
〔Vide 日フす-則卜 II 日 DAV フォ -? ット〕 

D を押して再生を中断してを、その続さか6再生で 
をる機能です。 

を巧ず：続をから再生されます。 

■■を巧ず：続を再生が解除されます。 



♦ 続を再生は、ディスクや再生内容によっては機 
能び働かないことがあ0ます。また、電源コード 
を抜く、ディスクを取0出すなどすると、解除さ 


れます。 
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再 § 中にディスクメニユーを 
表巧する 


再生しながら、タイトル情報の確認、頭出しや U ピー 
卜再生がでさます。 

ディスクや記録されている内容によって、表示や選択 
できる項目は異なります。 

1 再生中に^百を押す 

現在視聴しているタイトルなどの情報が表示 
されます。 

(侦 J ) 再生中のタイトル番号 


再生中の 
チャプター番号 
経過時間 
字幕言語 
アングル番号 
音青の種類 
副映像の種類 
副音声の種類 
リピート再生の 
状態 


I を押すと、表示が消えます。 


タイトル選択 


チャプター選択 

2/9 な 

再生時間 

00:00:19な 

字幕 

1日本語入な 

映像 

映像1ぐ 

曰ド 

1 CEDgch <3= 

副映像 

1/2映像1入な 

副音声 

1 CED 2 ch A な 

U ピート再生 

切な 

ディスクメニュー 

BD-Video 


ち ラー 度 I 


▲•▼で設定項目を選び、@を押ず 
▲•▼で項目を選び、®を巧ず 

. 字幕/副映像/副音声の場合は、表示や音声 
出力の r 入」/「切」ち切り換えることがでさ 
よす 0 


•►で項目を選ぶ 


1/2映像1 


▲•▼で映像を切り換える 


▲•▼で、表示の 
入/切を切り換える 


♦設定;ニューの r ブルーレイビデオ副音声/効果 
音」画すを【別に設定しているときは、 r 畐暗 
声」の表示設定で r 入」を選んでわ、音声は出力さ 
れません。 

♦「---」と表示されるときは、そのディスクに選 
おでさるアングルや字幕などび記録されていま 
せん。 


タイトルや経遇時間など、 
再を巧態を確認する 


口の化リ、 

再生中に鲁を巧ず 


(例） 


ディスクの種類 タイトル名 


I B をげ態)-1 

□ケーター(現在の巧を位置をおします）) 
ru ピート再ち表示 （ r 入」のとをのみ表示します） 1 


ちラー度押すと、表示び消えます。 


国を巧して、表示を消す 


ディスクを再生する 
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ディスクを再生する 

市販のブルーレイディスクを楽しむ 


ブルーレイ30™ディスクを再生する 

ブルーレイ30™ディスクを視聴する前 
に、おず r を全上のごを意」 f 它を、お読 
み < ださい。 


巳 ONUSVIEW ™ 巧応の 
ブルーレイディスクを楽しむ 


2画面に対応した副映像、副音声や、字幕が同時に楽 
しめます。本編再生中の画面にル画面 ( PinP ) で表示 
されます。 


この□ゴのついた ディスクを 
再をでをまず。 



ディスクを入れる 



ス 

ク 

を 

再 

生 

す 

る 


♦口 。 iDja 

3 D 対応テレビ ハイスピード 

HDMI ケーブル 



«L _ 

ブルーレイ 3 D ™ 

ディスク 

• 本機と 3 D 対応のテレビを、八イスピード HDMI ケー 
ブルで接続します。 

-テレビの取扱説明書をお読みの上、テレビ側の設定を 
行ってください。 

-本機側の設定については、「30設定」面すをご覧く 
ださい。 



通常のブルーレイディスクと同様の操作で再生でさま 
す。画面に;><ッセージなどが表示されたとさは、指示 
に従って操作してください。 


2 ディスクの取扱説明書に従い、 
操作をする 

(例） 



ま映像〕 [副映像1 


-ディスクによっては、副映像/音声が自動的 
に再生されます。また、再生巧能な領域が制限 
されることがあります。 

-再生方法はディスクによって異なります。詳 
しい使い方については、ディスクの説明書を 
ご覧ください。 



•本機は ブルーレイ 3 D ™ ディスクの再生に対応 
していますび、その他の方式を含めてすべての 
3 D 映像ディスクの再生を保証するものではあ 
0ません。 

•接続しているテレビによっては、再生中の映像 
び觸像度などの変化のため、 2 D 映像に切り換 
わることびあります。テレビ側の 3 D 設定をご確 
認ください。 

参レコーダーなどで、サイドバイサイドに画面構 
成）などの放送を記録したディスクを再生する 
場合、テレビ側の 3 D 設定に従って再生されま 
す。テレビ側の 3 D 設定をご確認ください。また、 
再生状態やプ□グラム再生などの画面表示は正 
しく表示されません。 


32 






















BD-Li veTM 巧応のデイスクを楽しむ 


巨 D - Live ™ 対応ディスクでは、インターネットに接続 
することで、特典映像や字幕などの追加コンテンツや、 
ネットワーク対戦ゲームなど、さまざまな機能を楽し 
めます。 

巨 D - Live ™ は、インターネット接続と設定び必要です。 

接続：「テレビと本機を、ネットワークに接続ずる jiir ^ 
設定： r 通信設定」 [41 T 〜 [43^ 

1 十分な空を容量 （1 GBIU 上推奨） 

びある市販の USB メモリーを、本 
機に挿入する 

-規格に準拠した、115日2.0のメモ|」一をご使用 
ください。 


本磯 



ディスクを入れる 



参日 D - Live ™ 機能には専用のソフトを使用しま 
す。インターネットを使って本機をバージョン 
アップすると、専用のソフトを最新のちのに 
更新できまず。バージョンアップについては、 
「サーバか5のダウン□ー ド'開始」「なすをご覧 
ください。 

参日□丄 ive ™ で映像などの情報を f 呆をしている間 
は、再生の操作び制限されることびあります。ま 
た、ダウン□ー ド中に電源プラグを巧く、停電す 
るなどした場合、巧を中の B □丄 ive ™ データは 
失われます。そのとさはデータをダウン□ー ド 
し直してください。 

参 BD - Live ™ 対応のディスクび、本機やディスク 
の識別信号 ( ID ) をインターネット経由でコンテ 
ンツプ□ノ（イダに送信することびあります。 

参規格に準拠した US 日メモ I 」一でち、製品によっ 
ては本機で認識されないちのびあります。すべ 
てを補償するちのではあ0ません。 


3 ディスクの取扱説明書に従い、操 
作する 


II ■ダウン□-ドしたデータを削除する 

巨 D - Live ™ でダウン□-ドされた情報などは、本機に 
挿入した市販の USB メモ U —にな巧されます 。 USB 
メモ I 」一の容量び足りないとさは、「目 D - LIVE データ 
消去」 ra デで、不要なデータを削除してください。 



ス 

ク 

を 

再 

生 

す 

る 
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ディスクを再生する 

音楽用 CD を再生する 


市販の音楽用 CD や CD - DA フオーマツトの CD - R / RW を再生します。ディスクによっては、働かない機能びあります。 


1 CD を入れる 

トラック U ストび表示され、再生び始まります。 



2 トラックを選び、 ^を巧す 

選んだトラックの再生び始ま D ます。 

-トラック数び多いときは複数ぺージに渡って表示されます。◄•►でぺージを移動します。 
• D を巧すと再生び停止します。 


I II ■再生中に巧无るボタンについて 

早送りやトラック送りなど、再生中に使えるボタンについては、画すをご覧ください。 

II ■巧聴メニューにごいて 

デ • 再生しなびら、頭出しや U ピート再生などを設定でをます。 

ス 〇再生中に〇を押ず 

2 ©▲•▼で設定頂目を選び、画を押ず 


トラック還択 

再生中のトラック番号が表示されます。番号を選択して、トラックの頭出しびでさます。 

再生時間 

トラックの再生経過時間が表示されます。時間を指定して頭出しがでさます。 

曰户 

現在選ばれている音声の種類び表示されます。お好みの音声を選択でをます。 

リピート再生 

「入」を選んで®を押すと、ち記のリピー 
卜再生モードを選択でさます。 

U ピート再生を終了させるには、1■を 
押す、または r 切」を選んでください。 

ディスクリピート： ディスクをくり返し再生 
トラックリピート： トラックをく D 返し再生 
A-B リピート： 指定した範囲 ( A 点〜 B 点)を 
< D 返し再生 ( A 点〜 B 点の範囲設定のち 
法は画すをご覧ください。） 


戻る 

0み でトラックリストに戻る 


34 










































その他 

まちテレビ(レグザ)なかのテレビと接続ずる 


接続ずるとをは、必ず本機および接続ずる機器の電源び切れていることをご確認ください。 
また、接続する機器の取扱説明書もよくお読みください。 


HDMI 端子付をテレビと接続ずる 


八イビジョン映像をそのままの画質でお楽しみいただくには、 HDMI ケーブルで接続することをおすすめします。 
HDMI ケーブルについてのお知らせは、己をすをお読みください。 



映像入力(黄)端子付をテレビと接続ずる 


テレビに HDMI 端テびないとをは、映像-音声接続コードで接続します。 

《 HDMI ケーブルを同時に接続しているとをは、映像コードで接続した機器の映像は表示されません。 

《本機とテレビを映像-音声接続コードでつないだ場合は、画質は標準 ( SD ) となります。また、テレビび 3 D 
に対応していてち、 3 D 映像は見られません。 

《映像入力(黄)端テを使って視聴する場合は、見るナビを表示したとをなどに、端の文字やマークの一部び表 
示されません。 





























その他 

オーデイオ機器と接続する 


接続ずるときは、必ず本機および接続ずる機器の電源び切れていることをご確認ください。 
また、接続する機器の取扱説明書もよくお読みください。 


アナログ音声入力端子付を才ーデイオ機器と接続する 


音声ケーブルを使って、本機とお使いのオーディオ機器を接続します。 


音声コード（市販品） 



デジタル音声入力端子付を AV アンプと接続ずる 


光デジタルケーブルを使って、本機とお使いのアンプを接続します。 

• 接続後は、【高品位音声優先出力設定】一【デジタル音声光】百5?^を設定してください。 



そ 

の 

化 


本機背面 AV マ、ヴ 



HDMI 入力端子付を AV アンプと接続する 


HDMI ケーブルを使って、本機とお使いのアンプを接続します。 

• 接続後は、【高品位音声優先出力設定】一 【 HDMI 】|4 ですを設定してください。 

•テレビと A V アンプび 3 D に対応している場合は、八イスピード HDMI ケーブルをご使用ください。テレビび 
3 D に対応していてち、 AV アンプび 3 D に対応していない場合は、下の接続で 3 D 映像を視聴でをません。 
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その他 

機能の設定と変更 


本機の設定を、お使いのを件やお好みに合わせて変えられます。 

しソ下び基本の手順です。さ画面下部に表示される操作ガイドち参照して<ださい。 

誦議を巧す 


2 ▲•▼で設定したい項目のグループ 

を選び、®を巧す 

• 目的の項目になるまで、この手順をくり返 
しよ 9 Q 

3 1 U 降の説明を参照して、▲早 ◄ > 
などで設定し、®を巧す 

同じグループの他の項目を設定するとをは、 
手順2、3をくり返します。 

• 他のグループに移るには、> を押してか 
ら、手順2、3を行います。 

《一部、> び効かないメニューびあります。 
その場合は > を押して画面を閉じ、再度 
手順1から行ってください。 

A 參を巧す 

4画面び消え、設定は完了です。 


設定メニュー 

設定項目 

ディスク優先言語 

市販の BD - Video ディスクや 
DVD - Video ディスクを再生ずると 
きの、優先言語（画面に表示するメ 
ニューや音声の言語）を選択できま 
す。 

a ▲•▼で設定ずる項目（字幕言語/音声言語/メニュー言語）を選ぶ 

0 ◄•►で言語を選び、@を押ず 

-「メニュー言語」を選ぶとさに、言語コード（例： 「 AA 」 など）か5設定 
したい場合は、「言語コードー覧」|5"^すで、希望する言語コードをご 
確認ください。 

減 . 


•該当する言語のディスクメニューがない場合は、ディスクで指定された言語で表示されま 
す。 

ディスク D レンジコント□ール 

夜間など、音量を下げて再生ずる 
ときに、ルさい音までよく闇こえ 
るようにする機能です。 

切 ： D レンジコント□-ル機龍が働きません。 

入 ： D レンジコント□-ル機龍が働きます。 

自動： D レンジコント □ー ル機能のオン/オフを、自動で切り換えます。 

減 . 


-ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー True HD で記録された市號のデ ィス 
クのときだけ、この機能が働きます。 

-「自動」は、ドルピ ー True HD のときのみ有効です。ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプ 
ラスを再生ずると、常に D レンジコント□—ルが働きます。 

-この磯能の効果のレベルはディスクによって異なります。 


ディスク再生設定 

通信設定-^ 
操作•管理設定-> 
ディスク / USB メモリー管理 
設定 メニュ ー 


ディスク優巧言語 


ディスク D レンジコント□—ル 自動 

ムービーボイス 切 

ディスク視聴制限レベル設定-> 
暗証番号設定-> 
BD 丄 IVE 設定 — 

アングルマーク表示 しない 

音青設定-> 
3D 設定 -> 

ディスク再生設定 


ディスク再生設定 
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設定 メニュ ー 


設定項目 



ムーヒーホイス 

市販の己 D - Video ディスクや 
DVD - Video ディスクの音量を全体 
的に上げて、セリフなどを闇きや 
ずくずる機能です。 


ディスク視聴制限レベル設定 

視聴制限に対応した巨 D-Video 
ディスクや DVD - Video ディスク 
には、あらかじめ規制レベルが設 
定されています。ディスク全体が 
再生できない場合のほか、過激な 
暴カシーンをカットしたり、別の 
シーンに自動的に差し替えたりな 
どして再生されまず。 

お煩い 

•ディスクによっては、視聴制限に 
対応しているかどラかの区別びつ 
をにくいものびあ0ます。設定内 
容び働 < ことを必ず確認して < だ 
さし、。 


切：ムービーボイス機能が働きません。 
入：ムービーボイス機能が働きまず。 


-ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラスで記録された市販のディスクのときだけ、この 
磯能が働きまず。 

-この機能の効果のレベルはディスクによって異なります。 

お買い上げ時には、視聴制限は設定されていません。設定するには、「暗証蚕 
号設定」び必要です。 [39^ 

□ 番号ボタンで4けたの暗証番号を入力ずる 

-番号を入れ間違えたときは、 ◄ を押して入力し直します。 

Q ◄•►で設定したい項目を選び、▲•▼で地域コードや制限レベルを選ぶ 


• DVD 地域コード 

▲•▼を押すたびに切り換わります。 

• DVD 視聴制限レベル 


1 子供向けディスクを再生でをます。成人指定ディスクと一 

_般向けディスク （ R 指定を含む)は再生でをません。_ 

吕〜3 —般向けディスク （ R 指定を除く）とモお向けディスクを再 
生でさます。成人指定ディスクと一般向け制限付さ ( R ) 指定 

_ディスクは再生できません。_ 

4〜7 —般向けディスク （ R 指定を含む)とモお向けディスクを再 

_生でをます。成人指定ディスクは再生できません。_ 

8 すべてのディスクを制限無しで再生で走ます。 

切 視聴制限を r 切」 にします。 

《選んだ規制レベルよ0上のレベルのディスクは、レベルを上げるか 
【切】 にしないかざ0、再生できなくなります。たとえばレベル7を設 
定すると、レベル8 上は□ックされ再生できなくなります。 

•ブルーレイディスク視聴制限レベル 


項目 

巧客 

4歳〜1日歳 

20歳(制限しない） 

4〜] 9歳の間で年齢制限をします。 

2日歳は、年齢制限をしません。 


20歳制限しない 


日本 


その他 

機能の設定と変更っヴま 


ディスク再生設定(つづき) 
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設定メニュ ー 


設定項目 


暗証番号設定 

「ディスク視聴制限レベル設定」や、 
「 BD - LIVE 設定」などに使う暗証番 
号を設定します。 

《必要でない場合は、登録しなし、 
ことをおすすめしまず。また、 
設定した暗証番号を忘れないよ 
ラにごま意 < ださい。 


BD 丄 IVE 設定 

巨 D - LiveTM 機能に対応するディス 
クを再生ずるときに、インターネツ 
卜接続を許可するかどうかを設定 
します。 


アングル マーク 表示 

複数のアングルが記録されている 
シーンで、画面に Ml (アングルマー 
ク）を表示させるように設定するこ 
とができまず。 


•ネリめて設定するとき 

〇暗証番号を K ■〜 MM で入力ずる 

-番号を入れまちびえたとさは、 ◄ を押して入力し直します。 

0確認のため、もラー度暗証番号を入力ずる 

•設定した番号を変更するとき 

〇暗証番号を K ■〜 K ■で入力ずる 

-番号を入れまちびえたとさは、 ◄ を押して入力し直します。 

0新しい暗証番号を入力ずる 

gl 確認のため、もラー度暗証番号を入力ずる 

P r 暗証番号設定 J (上記）で設定した暗証番号を入力しまず 

-番号を入れまちびえたとさは、 ◄ を押して入力し直します。 

日▲•▼で項目を選び、©を押ず 

許可 ：目 D-LiveTM コンテンツからの、ずべてのインターネッ 

トアクセスを許可します。 

条件付き許可： 証明書を持つ、目 D - LiveTM コンテンツからのインター 
ネットアクセスのみ許可します。 

禁止 ：目 D-LiveTM コンテンツからの、すべてのインタ—ネッ 

トアクセスを禁止します。 

する ：アングルマークを表示させまず。 

しない： アングルマークを表示させません。 


ディスク再生設定(つづキ J ) 
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そ 

の 

他 


音声設定 

高品位音声優先出力設定 HDMI 

本機と接縮している機器に合わ 自動 

せて、どの音声方式で出力ずる 
かを設定:します。 


自動 ：ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー 
TrueHD 、 DTS 、 DTS - HD 、 AAC 、 リニア PCM の デコーダー 
を内蔵した HDMI 機器を本機に接揣しているときに選びます。 
コンテンツを再生すると、それぞれのビットストリーム音声を 
出力しまず 

接続した HDMI 機器がビットストリームに対応していないとき 
は、音声をリニア PCM に変換して出力しまず。 

《「ブルーレイビデオ副音声/効果音」び【入】のとをは、ドル 
ビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD はドルビーデジタル、 
DTS - HD は DTS のビットスト U — ム音声になります。 

PCM :マルチチヤンネル対応の HDMI 機器や、 2 ch デジタルステレオ 
アンプを本機に接続しているときじ選びます。 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー 
TrueHD 、 DTS 、 DTS - HD 、 AAC のコンテンツを再生すると、 
音声を PCM じ変換して出力します。 

デジタル音声光 

ビットストリーム： ドルビーデジタル、 DTS、A AC のデコーダーを巧 
蔵したアンプを本機に接縮しているときは、ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 AAC のコンテンツを再生す 
ると、それぞれのビットストリーム音声を出力しま 
ず。ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD を 
再生するとドルビーデジタル、 DTS - HD を再生ずる 
と DTS のビットストリーム音声を、それぞれ出力 
します。 

PCM 2 ch : 2 ch デジタルステレオアンプを、本機に接続してい 

るときに選びます。 

再生した音声を、 PCM にか）に変換して出力しまず。 


‘二つ]; U 上の磯器に接縮しているときは、設定した音声端すじ1外か5は正しく出力されない 
ことがありまず。その場合は、接続した磯器の音量を下げるなど調節してください。 

‘光デジタルケーブルを使ってアンプと接続しているときは、磯器じよっては、お好みの音声 
が出力されないことがありまず。その塌合は、 [ HDMI 】-[ PCM ] または、【デジタル音声光】 
- [ PCM 2 ch ] じ設定してください。 


ダウン ミツ クス 設定 ステレオ ：バーチャルサラウンド（ドルビープ□□ジックなど）に対応し 

マルチサラ rS ンド冉ちをちを寸 ていない機器（テレビなど）を接揣しているときに選びます。 

るときにダウン-ックスの方サラウンド：パーチャルサラウンド（ドルビープ□□ジックなど）に対応し 
まを切り換えることができまず。 ている機器を接輸しているときに選びまず。 

ブルーレイビデオ副 音声/入： 副音声や効果音などの音声を出力します。 

効果音 切：副音声や効果音などの音声を出力しません。 

巳 D - Video ディスクの副映像な 
どを再生するときに、音声を出 
力ずるかどうかを設定します。 


ステレオ 


その他 

機能の設定と変更っヴま 
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設定項目 


3 D 設定 

ブルーレイ 3 D 対応 

ブルー レイ 3 DTM デイスクを 3D 
映像と 2 D 映像の、どちらで再 
生するかを設定します。 

3 D 画面表示位置 

3D 映像を再生しているときの、画 
_面表示の位置などを設定します。 

IP アドレス設定 

インターネットに接縮ずるために、 
本磯に割り当て6れる固有の番号 
を設をしまず。 


3 D 出力： 3 D 映像で出力しまず。 

2 D 出力： 3 D 映像を、従来の 2 D 映像で出力します。 

-ディスクによっては、 2D 映像で出力でをないちのびあ 0 ます。 

〇 ◄•►で、奥行さなどの位置を調碧ずる 

-映像表示の奧行をわ変わることびあります。 

P ◄•►で、 IP アドレスを自動で取得ずるかしないかを選ぶ 

-「しない」を選んだとさは、し处下の手順を行います。 

0▲•▼で、 IP アドレス/ヴプネットマスク/デフオルトゲートウ I イの入 
力欄を選ぶ 


IP アドレス設定 


I P アドレスを設定してくださし、 


I P アドレス自動取得 
…アドレス 
サブネットマスク 
デフオルトゲートウェイ 


Q リモコンの R ■〜^■で数字を入力ずる 
〇入力び終わった目、@を巧ず 


DNS 設定 

インターネットに揺縮ずるために、 
本磯に割り当て6れる固有の番号 
を設をしまず。 


- riP アドレス自動取得」を「しない」じ設定した場合は、 「 DNS 設定」の 「 DNS アドレス自動取 
得」は、自動的に「しない」じ設定されます。その塌合は、 DNS アドレスを手動で設定してく 
ださい。 

P ◄•►で、 DNS アドレスを自動で取得ずるかしないかを選ぶ 
-「しない」を選んだとさは、し处下の手順を行います。 

0 ▲•▼で、 DNS アドレス（プライマリ/セカンダリ）の入力欄を選ぶ 


DNS 設定 

DNS アドレスを設定して<ださい。 


DNS アドレス自動取得 
DNS アドレス（プライマ U ) 
DNS アドレス（セカンダリ） 


ディスク再生設定(つづを)通信設定 


Q U モコンので数字を入力ずる 
〇入力び終わった5、©を巧ず 










その他 

機能の設定と変更 


ごヴを 


プ□キシ設定 〇 ▲.▼でプ□キシサーパ’一を使用ずるかしないかを選び、@を}甲ず 

インターネットとの接続時にプロ •「使用する」を選んだときは、 liTF の手順を行います。 

義£1設;バ-を経由する場目▲.▼でけ-バちほたは 【 ポ-卜ま司を還び、感を巧ず 

ご契約のプ□バイダーから指をが0 な下を参ちに、それぞれ設定ずる 
ある場合にだけ設をしてくださし''。 > ヴーバ'名を人力ずる 

ここでのプ □キ シ設をは HTTP に が 

関するちのです。 化 


I を巧し、◄•►で入カモードを切0換え、©を巧す 



⑥ Kl_ 


I で文字を入力し、©を巧す 



入カモード 

リモコン 

TabABJ 

英字を入力します & 

「1234」 

数字を入力します 

「半角 記号 J 

記号を入力します 

— 

1 一 2 一 3 一 4 一巳一 
日一 7 一 8 一日一日 

1 


B 

a — b -*• C 
一 A 一 巨 一 C 

2 


B 

d — e-*-f 
一 D 一 E 一 F 

3 


mm 

呂 一 h 一 i 

— •白— H — 1 

4 

►で 

入力したい記号 

B 

いい 1 
一 J 一い L 

已 


m — n -*• 0 

一 M 一 N 一 0 

6 

を選び、©を 
巧す。 

— 

P — q -* r — S 
— P -- 日-- R — S 

7 

— 

t 一 u -*• V 

-T 一 U 一 V 

8 


B 

w 一 X — y 一 z 

一 W 一 X 一 Y 一 Z 

9 


mm 

大文字とか文字を 
切り換える 

0 


クオック 

文字を削除する。 


《同じボタンに割0当てられた文字を続けて入力する場合は、最初の文 
字を入力したあと、►を巧してか5次の文字を入力しまず。 

• ポートま号を入力する 

⑦■で数字を入力する 

□ 【設定亮了]を還び、©を巧ず 
本体名設定 Q 感を f 甲ず 

接結しているテレビやレコーダー 0■でサ辛巧入力し.©を巧ず 

-文字入力の方法は、上記 r プ□キシ設定」の手順0をご参照ください。 


側で表示される本機の名称を設を 
します。 

MAC アドレス 


本機の MAC アドレスを確認できます。 


234 半角記号 


プ□キシ設定 入カモード切換中 


設定頂目 


通信設定(つづを) 
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通信設定(つづさ) 


操作.管理設定 
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その他 


機能の設定と変更 


ごヴを 


ディスク初期化 
BD - LIVE データ消去 

US 己メモリーに記錶されている、 
日 D - Live ™ 機能を使用したときの 
データをミ肖去します。 


挿入したプルーレイディスクまたは DVD を、本機で使えるよラに初期化しまず。 [ lOj ^ 
〇 ◄•►で【はい】を還び、@を押ず 

. 

•消ましたデータは元に戻せません。消まする前じご確認ください。 

〇 ◄•►で【はい]を還び、@を押ず 


USB メモリー巧期化 

接続した US 日のメモリーを初期化百 メッセージを確認し、♦►で【はい】を還び、©を巧ず 
します。 


轉. 


I 初期化を実行すると、記録されていたデータはすべて削除されまず。初期化する前じご確認ください。 


設定項目 


ディスク/ USB メモリ—管理 
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その他 

ディスクについて 


再をでをるディスク 



-フアイナライズ（ク□—ズ）していない日 D - R 、 または BDAV フォー マッ トの DVD は再生できないことびあります。また、 

フアイナライズしていない Video フォーマットの DVD は再生できません。 

- DVD - RAM は、カート IJ ッジなし、およびディスクを取り出せるタイプ （ TYPE 2/4) のみ対応しています。 

•本機では 8 cm ディスクは再生できません。また、 8 cm ディスク用のアダプターは、ご使用にな6ないでください。 

• 本機と異なる IJ — ジョンコードや番号のディスクはち生でさません。 

•本機では 、 NTSC (日本のテレビ方式） L ツ外の方式で録画されたディスクは再生でさません。 

•ひび割れ、変あ、または接着剤などで補修したディスクや、シールやラベルびはびれたりしているディスク、フックタ 
イプなどのディスクイ呆震用アクセサ I 」一を取り付けたディスクは使用しないでください。ディスクはドライブ内で高ま 
回転するので、巧び散ってけびや故障の原因となります。 

• 特殊あ巧（八ートや星、名刺タイプなど）のディスクは挿入しないで<ださい。取0出せないなど、故障の原因とな0ます。 

上記 1 U がのディスクは再生できません。上記のディスクでち、記録状態によっては読み取れなかった 
り、正常に再生でをない場合びありまず。 
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その他 

ディスクについてっづき 


ダビングでをるディスク 


ディスクの種類 

巧応する 
フォーマット 

く日返し 
初期化 

対応ディスクや巧長 

BD - RE / 

BD-RE DL B 心^ 

BDAV フォーマット 

〇 

Ver 2.1 

高速記録2倍速ディスクまで 

S 心 R / 

B 心 R DL 

BDAV フォーマット 

X 

Verl . l 、 1.2、 1.3 
高速記録目倍速ディスクまで 

DVD-RW 0^0 

に PRM 娜応） 

VR フ オー マット 

〇 

Verl.K 1.2 

高速記録目倍速ディスクまで 

DVD-R DL 

(CPRM ※対応） R/Rw 

VR フ オー マット 

X 

Ver 2 .日、 2.1 

高速記録16倍速ディスクまで 

Ver 3 .日 

高速記録8倍速ディスクまで 


《 rCPRM 」 は、番組制作者などの着作権を守るための著作権保護技術です。 

万一、何5かの不具合び発生した場合でち、録画/編集びでをなかった内容の補償、録画/編集されたデータの損失、お 
よびこれらに関わるその他の直接•間接の損害につきましては、当社は責任を負いかねますのであ5かじめご了承ください。 
本機でダビングしたディスクを当社外の製品で使用した場合や、当社外の機器で録画したディスクを本機で使用した 
場合の不具合わ含みます。 

-ディスクや接続する機器によって、ダビングにかかる時間は異な0ます。 

•ディスクによっては、記録でさないことや、記録状態によって再生でさないことがあ0ます。ディスクをお使いになる 
前に、ディスクに添付されている取扱説明書をよ<お読みください。 

•本機は 8 cm ディスクには対応していません。また、 8 cm ディスク用のアダプターは、ご使用にな 5 ないでください。 

-録画用のディスクをご使用<ださい。 

•ディスクに表示された最大記録速度と、本機でのダビング速度とは異なる場合びあります。また、ダビング速度（倍速) 
はすべてのディスクに対して保証するものではあ0ません。 


ィスクの内容区分について 


の •一般に、ブルーレイディスクや DVD に収録された 

化 内容は、 r タイトル」という大きい区切 D と r チヤプ 

ター」といラルさい区切りに分かれています。 
•音楽用 CD の場合は、 r トラック」で区切られていま 
す。 


例） 

r -カレーレイディスク /DVD 


-—タイトル]—-タイトル吕-- 

チャプター！チャプター吕チャプタ ー 1チャプター吕チャプタ ー3 

11111 



トラック1 

1 

トラック吕 

音楽用 CD 
トラック3 

トラック4 

トラック已 

1 

• NJ ] 〜 

JJ 3 よ〜 

朋 〜 

J 加よ〜 

删 〜 
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その他 

ダビングしたディスクを保護ずる/ファイナライズずる 


ラ 

S イスク情巧を見る 


化のプレーヤーなどで再をでを 

デイスクの種類や残量、ダビングでをるかどラかな 

るよラにする（フアイナライズ） 


どを確認でをます。 

1 ディスクを入れる 

見るナビび表示されます。 

• 見るナビび表示されないとさは、 
しよ 9—0 

緑 


I を押 


2 


〇を押す 

(例） 



g を巧すと、見るナビ画面に戻ります。 


ディスクを巧護する(ソフトプ□テクト） 


C 


己 D-RE 


BD-R 


DVD-RW 1 〔 


DVD-R 


ダビングしたディスクを誤って初期化したり、タイ 
トルを削除したりしないよラに保護します。 

H ディスクを入れる 


2 


見るナビが表示されます。 

• 見るナビが表示されないとさは、 
しよす。 

g を押す 


I を巧 


L BD-R 义 DVD-RW 儿 DVD-R J 
ダビングしたディスクをフアイナライズすると、巧 
応する他のプレーヤーなどでち再生でさるよラにな 
ります。 


ディスクを入れる 

見るナビび表示されます。 

• 見るナビび表示されないとさは、を巧 
しよす 。 

を巧す 


2 


確認画面で【はい】を選び、 ® を巧 
す 

フアイナライズび始まります。 

-フアイナライズを解除するときは、手順1〜 
3を行います。 


I 日 D - R と DVD - R は、フアイナライズを解除でき 
ません。 

I フアイナライズしたディスクにはダビングでを 
ません。 


3 【ソフトプ□テクト設定】を選び、 
©を巧す 

ディスクびソフトプ□テクトされます。 

-ソフトプ□テクトを解除するとをは、手順1 

〜3を行い、手順3で【ソフトプ□テクト解 

除】を還びます。 



参ソフトプ□テクトしたディスクにはダビングで 


さ:またか。 
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その他 

困つたとをは？ 


参本機び正しく動作しないなどの症状びあるとさは、划5きの記載内容か日解決法をお調べください。 

参解決法の対処をしても症状び改善されない場合は、電源プラグをコンセントか5抜さ、お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 


操作でをな<なつたとを一本機をリセットする 


参リモコンでわ本体の操作ボタンでち操作でさなくなった場合は下の操作をしてみてください。 


已秒む上押し続ける 


±取おし再生I己留 USB 






電源\ 

巧ノ) 


①本体の^を已砂 上 押し続けてください。強制終了とな 
0、電源び切れます。 

③電源を入れ直し、正常に動作するかどラかご確認くださ 
し、。 

《この操作をしてち 電源び 切れない場合は、 電源 プラグをコ 
ンセントか5巧き、修理をご依頼ください。 


お認ずること 

解決法-その他 

ぺージ 

電源が入らない 1 

電源プラグび抜けていませんか。 

• 電源プラグをコンセントに差し込みます。 


「電源」表示び消无ていませんか。 

-本体の S 夏または U モコンの©を押して、電源を入 
れます。^^ 

防 

U モコンで操作がでさない 

1」モコンと本体の1」モコン受光部の 
間に障害物びあ D ませんか。 

-障害物を取 D 除をます。 U モコン受光部の位置は、ち記の 
ページでご確認 < ださい。 

底 

U モコンの乾電池び消耗していませ 
んか。 

-新しい乾電池に交換してください。 

底 

U モコンの乾電池の向を（+、 一) は 
合っていますか。 

-向き（ +、一)を確認し、正しく入れてください。 

政 

本体のボタンでは操作びでさますか。 

-上記の対処をした上で、なおち U モコンの操作だけびで 
をない場合は、 U モコンの故障び考えられます。 

— 

3 D 対応テレビと接続して、 3 D グラ 
ス（メガネ）をご使用になっていませ 
んか。 

•本機の U モコンと液晶シャッターち式の 3 D グラスは、ど 
ちらを赤外線信号を使用します。本機の U モコン受光部 
とテレビの 3 D グラス用赤外線発信部び近いと、誤動作を 
起こすことびあるので、なるべく離して設置してくださ 
い。 



「電源」表示び点滅していませんか。 

.本体の起動中です。点滅び点灯に変わるまでお待ち < だ 
さい。 

— 

「記録」表示び点滅していませんか。 

•ノ（ージヨンアツプび失敗した D 、本機び操作できない状 
態です。上記の r 操作でをなくなったとを一本機を U セツ 
卜する」の手順をお試しください。 


「電源」表示と r 再生」表示が、同時に点 
滅していませんか。 

-本機のノ（ージヨンアツプ中です。終了するまでお待ちく 
ださい。 

— 


本機にディスクが挿入されています 
わ、。 

-本機を操作したときに駆動音び聞こえることびあります 
び、故障ではあ D ません。 

— 



48 






確認ずること 

解決法-その他 

ぺージ 

ディスクが取り出せない 


-本体の^を已砂上押し続けます。電源び切れたこと 
を確認してから、 iih を押してください。ディスクび強 
制的に排出されます。 


映像が映6ない-音声が出ない 

テレビとの接続は正しいですか。 

•接続を確認してください。 

- (HDM 胺続の場合)信号び正しく認識されてし)なし、可能性 
びあります。本機とテレビの電源を入れ直してください。 

政 

IMF 

テレビの電源は入っていますか D 

-テレビの電源を入れて<ださい。 

- 

テレビの入力を、本機び接続している 
端テの入力に切り換えましたか。 

-テレビの入力を正しく切り換えてください。 

— 

(HDMI 接続の場合）接続しているテ 
レビ传 AV アンプは、 HDCP に対応し 
ていますか。 

- HDCP に対応していない機器と接続した場合、映像は正 
常に出力されません。 


テレビの音量は適切ですか。 

消音になっていませんか。 

• テレビの音量を調節してください。 

— 

(AV アンプなどのオーディオ機器と 
接続している場合)音声出力は正し< 
設定されていますか。 

-接続した機器にあわせて、 r 高品位音声優先出力設定」を 
設定してください。 

※接続している機器側の設定や取扱説明書ち、確認してく 
ださい。 

[MF 


映像が映 6 ない*音声が出ない 


テレビとの接続は正しいですか。 


ディスクが再生でさない 


•接続を確認してください。 圧ピ 

- ( HDM 胺続の場合)信号び正しく認識されてし)なし)可能性 (35? 
びあります。本機とテレビの電源を入れ直してください。 


本機で対応しているディスクですか。 

-非対応のディスクは、再生でをません。 

-非対応のフォーマットで記録されたディスクは、再生で 
をません。 

•リージョン(地域）コードやま号の異なるディスクは、再 
生でをません。 

画 

フアイナライズされたディスクです 
わ、。 

•レコーダーなどで記録したディスクは、ファイナライズ 
されていないと再生でをない場合びあ D ます。記録した 
機器でファイナライズ処理を行ってください。 


ディスクを正しく入れましたか。 

•ディスクの印刷面を上にして、挿入□に入れてください。 

政 

ディスクび巧れていた0、キズびあ D 
ませんか。 

-巧れていた D キズびついたディスクは、正常に再生でき 
ない場合びあ D ます。 

— 

rcinavia .. .」というエラーが表示 
されていませんか。 

Cinavia ™ の通告 

この製品は Cinavia ™ 技術を利用して、商用制作された映 
画や動画およびそのサウンドトラックのラちいくつかの無 
許可コピーの利用を制限しています。無許可コピーの無断 
利用び検巧されると、メッセージび表示され再生び中断さ 
れます。 

Cinavia ™ 技術に関する詳細情報は、 http :// www . 
cinavia . com の Cinavia ™ オンラインお客様情報センター 
で提供されています。 
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字幕.音声.アングルが切り換え6れない 


切り換え可能な字幕•音声•アング 
ルび、ディスクに記録されています 
か。 

-複数の字幕-音声-アングルび記録されていないディス 
クでは、切 D 換えることびでをません。 

※ディスクのパッケージや取扱説明書を確認してください。 


— 

-ディスクによっては、特定の場面で切り換えを禁止して 
いるちのびあります。 

— 


3 D ディスクの映像が、正し < 再生でさない 


テレビは 3D 対応ですか。 

- 3D に対応していないテレビと接続した場合、正常な 3D 
映像は再生でをません。 

— 

3D 対応テレビとの接続は正しいです 
か。 

-正常な 3D 映像を再生するには、本機と 3 □対応テレビ 
を、八イスピード HDMI ケーフルで接続する必要びあり 
ます。 

転 

ビデオカメラが認識されない 

— 

-ビデオカメラの電源を入れ直す、または接続し直してく 
ださい。 

{MF 

ダビングでをない 

まちテレビ（レグヴ）と接続していま 

•テレビと本機の設定を、下のよラに設定してください。 

应 


r 通信設定」（または r 通信接続設定」、 「 LAN 端子設定」) 
画面で、1；|下の項目を設定する 


その他 

困つたとをは？ っヴを 


確認ずること 解決法•その他 ページ 
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解決法-その他 


ダビングでさない 


東芝レコーダーと接続していますか。 


レコーダーと本機の設定を、政下のように設定してください。124で 

「設定;ニュー」か6、 r イーヴネット利用設定」 > r ネッ 
卜 de ナビ/ダビング/レック/ヴーバー」タブを選び、 

下を設定する 


I I 頁 g 

設定内容 

ネット de レック/ 
サーバー設定 

使ラ 

(フィルタ制限なし） 


r アドレス/プ□キシ」タブを選び、！; TF を設定する 


I I 頁 g 

設定内容 

DHCP 

使わない 

IP アドレス 

192.168 .1.20 

サブネットマスク 

2已已 .2 己已 .2 已己 .0 

デフオルトゲートウェイ 

192.168 .1.1 

DNS サーバー 

] 白 2.1 巨 8.1.1 


「通信設定」画面で、1；|下の項目を設定する 


1 I 頁 a 

設定内容 

IP アドレス設定 

自動取得しない 


IP アドレス 

] 白 2.1 巨 8.1.1 己 


ヴブネットマスク 

2巳己.2己巳.2已已 .0 


デフオルトゲートウェイ 

192.168 .1.1 

DNS 設定 

自動取得しない 


DNS アドレス（プライマリ） 

192.168 .1.1 


本機で対応しているディスクですか。 


デイスクは初期化しましたか。 

ダビング元の機器（テレビやレコー 
ダー）との接続は正しいですか。 

ぴったりダビング対応のテレビから、 
DVD にダビングしよラとしていませ 
んか。 


ダビングを途中で止めたい 


I 非対応のディスクには、ダビングでをません。 

I DVD にダビングする場合は、 CPRM 対応のディスクの 
み使用でをます。 

I フアイナライズやソフトプロテクトしたディスクにはダ 
ビングできません。_ 

I 初めてお使いになるディスクは、初期化をする必要びあ 
D ます。 

I 正しく接続されているか、確認してください。 

I ダビング先び DVD のとを、ぴったりダビング r しない」を 
選ぶと、ダビングを開始でさなかったり、短い時間分しか 
ダビングでをないことびあります。 DVD にダビングす 
るとをは、 r はい」を選んでください。 


I ダビングを開始したテレビやレコーダーなどから、ダビ 
ング中止の操作をしてください。 

I 本機から中止する場合は、ダビング中に^■または 
A を押し、表示される画面に従って中止してください。 
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その他 

困つたとをは？ っヴを 


お認ずること 

解決法-その他 

ぺージ 

ダビングが失敗した 

お使いのテレビはぴったりダビング 
对応機種ですか。 

-お使いのテレビびぴったりダビング非対応機種で、録画 
モードに r オート（標準)」を選んでいると、ディスクの容 
量を超えるま組は、ダビングび中止されます。ま組の時間 
に合わせて r オート（標準)」しツ外の録画モードを選んで、 
ダビングし直してください。 

お 

ダビング元の機器び、無線 LAN を 
使ってネットワークに接続していま 
せんか。 

-お使いのテレビなどび無線 LAN を使ってネットワーク 
に接続しているときは、ダビングに失敗することびあり 
ます。その場合は、 LAN ケーブルを使って接続してくだ 
さい。 



-電波び弱い放送を録画したとをなど、ま組にエラーび含 
まれることびあります。このよラなま組は、正常にダビン 
グでさない場合びあ D ます。 


ダビングした6、画質が落ちる 

ダビングしたい映像に合わせて、録画 
モードを設定していますか。 

-ダビングしたい映像時間に巧して、録画モードの時間び 
長すざるときなどは、画質び悪くなる場合びあります。 
「オート(標準)」に対応していない機器からダビングする 
場合は、あらかじめ映像時間を調べて、録画モードを設定 
しておいて < ださい。 

政 

抵 

ダビングしたいま組やデータの容量 
び大をすざませんか。 

-ぴった D ダビング対応機種から録画モードを r オート(標 
準)」でダビングするとをに、ま組やデータびディスクの 
容量を超えるときは、ディスクに収まるよラに画質を落 
としてダビングされます。 

お 

— 

-ディスクの種類によって、同じ録画モードを設定してい 
てち、変換される画質レートは異なります。 



ダビングした5、複数あった音声や映像、字幕が選べなくな二 


二力国語放送の音声ですか。 


えをお試しください。 


録画モードで「オート（標準）」(外 
を選んでいる、またはダビング先び 
DVD になっていませんか。 


I ブルーレイディスクへ画質を変換してダビングする場合 
は、複数の映像を記録でをません。また、複数の音声は2 
つだけ記録され、二力国語放送の主音声-副音声外は 
選べなくなるので、ご注意ください。 

I 0ソ0へダビングする場合は、複数の映像は1つのみ、音 
声は主音声のみ記録されます。また、 DVD に字幕を記録 
することはでをません。 


已 .1ch サラウンドや、字幕放送をダビングしたい 


フルーレイディスクを用意していま 
すか。 


DVD ディスクにダビングすると、已 . Ich サラウンドは 
2 ch で、字幕放送は字幕なしで記録されます。 




た(視聴制限レベル. BD 丄 ive 設定） 


「設定を出荷時に戻す」を行ラと、新しく設定し直すこと 
びでをます。 


底 

政 


原 
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その他 

仕様 


お名 

D-BR1 

電源 

AC 100V 己 0/60HZ 共用 

消費電力 

待機時： 0.6W 

動作時： 1 2W (US 目電源供給時1 6W) 

半導体レーザー波長 

CD: 787nm、 DVD: 目己 7nm、 ブルーレイディスク： 4日己 nm 

外お寸法 

幅 238 X 高さ 33 X 奥行 202mm (突起部含む） 

幅 吕38 X 高さ 33 X 奥行] 96mm (突起部含まず） 

質量 

1.2kg 

映像出力端子 W 

1 .OV(p-p)、 7已0、同期負、ピンジャックX1系統 

音声出力端子 

2.0V(rms)、 出カインピーダンス 2.2k0UrF、 ピンジャック（し R) 
XI系統 

音声（ビットストリーム / PCM) 
出力端子 

光コネクターX1系統 

HDMI 出力端子 

19ピン type A 端テXI系統 

USB 端子 

USB X1系統 （ 1系統あたり最大 500mA) 

LAN 端子 

100目 ASE-TX/1 0目 ASE-TX 1系統 

録画 モー ド*吕 

•ブルーレイディスク 

才ート(標準）： 24〜1 .4Mbps 

(DR 記録モード =24Mbps 旧 S デジタル) /17Mbps 地上デジタル)） 
3時間モード：約 17Mb|3S 

4時間モード：約 ISMbps 
目時間モード：約 8.7Mb|3S 

•DVD 

才ート(標準）： 4.6 -1 .0Mbps 
(2 時間録画モード =4.6Mb|3S) 

3時間モード：約 3.2Mb|3S 

4時間モード：約 2.4Mb|3S 
目時間モード：約1.目 Mbps 

録画方式 

ブルーレイディスク： MPEG2-TS/MPEG4 AVC-TS 

DVD : MPEG2-PS 

録音方式 

ブルーレイディスク： MPEG-2 AAC 

DVD : Dolby Digital 192Kbps 

使用環境を件 

使用周囲温度：已で〜3已 ’C 

使用周囲湿度： 20%〜80% (結露のないこと） 


ホ1映像出力端子を使って視聴する場合は、見るナビを表示したとさなどに、端の文字やマークの一部が表示 
されません。 


*2 複数の映像や音声があるタイトルを、画質を変換してダビングする場合は、映像は一つだけ記録されま 
す。また、音声はブルーレイディスクには二つ、 DVD には一つだけ記録されます。 


参意匠-仕様-ソフトウエアは製品改良のため予告な<変更することびあ0ます。 

参本商品は、ご愛用終了時に再資源化の一助としておわなプラスチック部品に材質名表示をしています。 
♦ イラスト、画面表示などは、見やすくするために誇張や省略などで実隙とは多少異なります。 






その他 



アファル語 
アブパジア語 
アフリカーンス語 
アム y Vラ語 
アラビア語 
アッサム語 
アイマラ語 
アゼルバイジャン語 
バジキール語 
ベラルーシ語 
ブルガ U ア語 
ビ八一 U —語 
ビスラマ語 

ベンガル語、バングラ語 
チベット語 
ブルトン語 
カタ□ニア語 
コルシカ語 
チェコ語 
ウェールズ語 
デンマーク語 
ドイツ語 
ブータン語 
ギ U シャ語 

英語 _ 

エスへ j ント語 
スペイン語 


エストニア語 
バスク語 
ペルシャ語 
フィンランド語 

フィジー語 _ 

フエ□—語 _ 

フランス語 


フ U ジア語 
アイルランド語 
スコットランドゲール語 
ガルシア語 
グアラニ語 
グジャラート語 
八ウサ語 
ヒンティ語 
ク□アチア語 
八ンガリー語 
アルメニア語 
国際語 


国隙語 

イヌピック語 
インドネシア語 
アイスランド語 
イタリア語 

へブライ語 _ 

曰本語 

イティッシュ語 
ジャワ語 
グルジア語 
カザフ語 

グリーンランド語 
カンボジア語 
カンナダ語 
韓国語 
カシ S —ル語 
クルド語 
キルギス語 
ラテン語 

U ンガラ語 _ 

ラオス捐 
U トアニア語 
ラトビア語、レット語 
マダガスカル語 
マオリ語 
マケドニア語 
マラヤーラム語 


モンゴル語 
モルダビア語 
マラータ語 
マレー捐 

マルタ語 _ 

ニヤンマー日占 
ナウル語 


ネパール語 
オランダ語 
ノルウェー語 
プ□バンス語 
アフアン語(才□モ語） 
才 U ヤー語 
パンジャブ語 
ポーランド語 
パシュトー語 
ポルトガル語 

ケチュア語_ 

ラエテイ=□マン語 


キルンデイ語 
ルーマニ入晶 
□シア語 

キニヤルワンダ語 
サンスク U ツト語 
シンド語 
サン3’語 

セルビアク□アチア語 

シン八ラ語 

ス n バキア語 

ス n ベニア語 

サモア語 

シヨナ語 

ソマ U 語 

アルノじア語 

セルビア語 

シスワテイ語 

セストゥ語 

スンダ語 

スウ王ーデン語 

スワヒリ語 

夕 S —ル語 

テルグ語 

タジク語 

タイ語 

テイグ U ニヤ語 
トウ J レク;><ン語 


タガ□グ語 
セツワナ語 
トンガ語 
トルコ語 
ツオンガ語 
タタール語 
トウイ語 


ウクライナ語 
ウルドゥ語 
ウズべク語 
ベトナム語 
ボラピユク語 
ウォ□フ語 
コーヴ語 
3ルバ語 
中国語 
ズール語 
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その他 

本機で巧用している登録商標について 


参 HDMI、HDMI □コ'および High-Definition Multimedia 
interface は、米国およびその他の国々における HDMI 
Licensing . LLC の商標または登録商標です。 

Hsmi 

♦ ドルビーラボラトリーズか5の実施権に基づき製造さ 
れています。 Dolby 、 ドルビー、及びダブル D 記号はド 
ルビーラボラトリーズの商標です。 

[U DOLBY® 

truGEI 

DIGITAL PLUS 1 

♦ DTS は、 DTS , Inc . の登録商標です。 

DTS-HD Master Audio | Essential は、 DTS , Inc . 
の商標です。 

Manufactured under license under U . S . Patent 


参 "AVCHD "および "AVCHD "□コ'はパナソニック株式 
尝社とソニー株式尝社の商標です。 

AVCHD™ 

参 Oracle と Java は 、 Oracle Corp 日 ration 及びその子 
尝社、関連尝社の米国及びその他の国における登録商標 
です。 



Java 

POWERED 


♦ " x . v . Col 日「"および " x . v . Col 日 r — □コ'は、ソニー株式舎社 
の商標です。 


Nos : 己.9已色，674:己，白74,380:目，22目,巨1巨; 
己，487，己3己： 7,392,1白己： 7.272.已目7: 
7,333，白2白： 7.21 2.872 & other U . S . and 
worldwide patents issued & pending . DTS - 
HD , the Symbol , & DTS-HD and the Symbol 
to 呂 ether are re 呂 istered trademarks & DTS-HD 


Master Audio | Essential is a trademark of DTS , 
Inc . Product includes software . © DTS , Inc . All 
Rights Reserved . 


vare . © DTS , 

icttSH 


i-HD 

Master Audio | Essential 


参 Blu-ray Disc ™ (ブルーレイディスク）、 Blu - 
ray ™ (ブルーレイ）、 Blu-ray 3 D ™、 BD - Live ™. 
巨 ONUSVIEW ™、 AVCREC ™ 及び関連□コ'はブルー 
レイディスクアソシエーションの商標です。 

jSr 晒 W™ 

BONUS l//£W™ AV 口己ご 


参 DVD □コ'は DVD フオーマット□ゴライセンシング 


(株)の商標です。 


VIDEO 


X.V • し olor 


♦ 本機は 、 Rovi Corporation な5びに他の権利者び保有 
する米国特許およびその他の知的財産権で保護された 
菁作権保護技術を採用しています。この著作権保護技術 
の使用は Rovi Corporation の認可び必要であり 、 Rovi 
Corporation の認可なしでは、一般家庭用または他の限 
5れた視聴用だけに使用されるよラになっています。改 
造または分解は禁止されています。 

参本機は 、 AACS (Advanced Access Content System ) 
と CPRM (Content Protection for Recordable 
Media ) 菁作権保護技術を採用していまず。 AACS とは、 
ディスクに含まれるコンテンツやタイトル （1 回だけ 
録画可能番組ち含む）を保護する技術のことです。また 
CPRM とは、コピー制限のある番組に対する著作権保 
護技術です。 


• Copyright 2004 -2 日10 Verance Corporation . 
Cinavia ™ は Verance Corporation の商標です。 

米国特許第ス3目9,677号および Verance Corporation 
よ0ライセンスを受けて交付されたまたは申請中の全世 
巧の特許権により保護されています。 

すべての権利は Verance Corp 日 ration び■保有します。 


《その他に記載されている会社名、ブランド名、03、製品 
名、機能名などは、それぞれの会社の登録商標です。 
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その他 

本機で使われるソフトウエアのライセンス情報 


本内容はライセンス情報のため、操作には関係ありません。 


本機に組み込まれたソフトウェアは、複数の独立したソフトウェアコンポー 
ネントで構成され、個々のソフトウェアコンポーネントは、それぞれにますま 
たは第兰ちの善作権び存在します。 

本機は、第兰ちび規定したエンドユーヴーライセンスアグ u— メントあるい 
は善作権通知 OU 下、 「EULA」 といいます）に基づきフ U- ソフトウェアとして 
配布されるソフトウェアコンポーネントを使巧しております。 

「EULA」 の中には、実行形式のソフトウェアコンポーネントを配布する条件 
として、当該コンポーネントのソースコードの入手を可能にするよラホめてい 
るをのびあります。当該 「EULA」 の対象となるソフトウェアコンポーネントの 
お問い合わせに関しては、政下のホームページをご覧いただくよラお願いいた 
します。 

ホームページ アドレス 

http;//www.toshiba.co.jp/regza/bd_dvd/ 

また、本機のソフトウェアコンポーネントには、東芝自身び開発または作成し 
たソフトウェアち含まれており、これらソフトウェアおよびそれに付帯したド 
キュメント類には、東芝の所有権び存在し、著作権法、国際条約条項および他 
の準拠法によって保護されています。 

に ULA」 の適用を受けない東芝自身び開発または作成したソフトウェアコン 
ポーネンツは、ソースコード巧供の対象とはなりませんのでご了承ください。 


ご購入いただいた本機は、製品として、弊社所定の保証をいたします。 

ただし、 「EULA」 に基づいて配布されるソフトウェアコンポーネントには、 
着作権ちまたは弊社を含む第王ちの保証びないことを前提に、お客様びご自身 
でご利巧になられることび認められるものびあります。この場合、当該ソフト 
ウェアコンポーネントは無償でお客様に使用許諾されますので、適巧法令の節 
囲内で、当該ソフトウェアコンポーネントの保証は一切ありません。著作権や 
その他の第王者の権利等については、一切の保記びなく、" as is" (現状）の状 
態で、かつ、明示か黙示であるかを問わず一切の保証を付けないで、当該ソフ 
トウェアコンポーネントび提供されます。ここでいラ保証とは、市場性や特定 
目的適合せについての黙示の保証ち含まれますび、それに限定されるちのでは 
ありません。当該ソフトウェアコンポーネントの品質や性能に関するすべての 
U スクはお客様び負うものとします。また、当該ソフトウェアコンポーネント 
に欠陥びあるとわかった場合、それに伴う一切の派生費用や修理-訂正に要す 
る費巧は、東ちは一切の責任を負いません。適巧法令の定め、または書面によ 
る合意びある場合を除を、营作権ちや上記許語を受けて当該ソフトウェアコン 
ポーネントの変更-再配布を為し得るちは、当該ソフトウェアコンポーネント 
を使巧したこと、または使巧でをないことに起因する一切の損害についてなん 
らの責任ち負いません。善作権ちや第兰ちび、そのよラな損害の発生する可能 
性について知らされていた場合でを同様です。なお、ここでいラ損害には、通 
常損害、特別損害、偶発損害、間接損害び含まれます（データの消失、または 
その正確さの喪失、お客様や第兰ちび被った損失、他のソフトウェアとのイン 
タフェースの不適合化等ち含まれますび、これに限定されるをのではありませ 
ん)。当該ソフトウェアコンポーネンツの使用条件や遵守いただかなければな 
らないき項等の詳細は、各 「EULA」 をお読みください。 
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本機に組み込まれた 「 EULA 」 の対象となるソフトウェアコンポーネントは、 liTF のとおりです。これらソフ 
トウェアコンポーネントをお客様自身でご利用いただく場合は、対応する 「 EULA 」 をよく読んでから、ご利 
用くださるよラお願いいたします。なお、各 「 EULA 」 はまち！;(外の第兰者による規定であるため、原文を記 
載します。 

本機で使われるフ U - ソフトウェアコンポーネントに関するエンドユーヴーライセンスアグ U - メント 原で 


対応ソフトウエアモジユール 


glibc 

呂巳 C 

DirectFB 

MIPS GNU tool chain 
冉 LSA library 

Exhibit 巨 

malloc 

Exhibit C 

OpenSSL 

BSOSH 

FreeType 

Exhibit E 


対応ソフトウエアモジユール 


Linux Kernel 

Exhibit A 

busybox 


iptables 


fusion 


Bootloader 


Ethernet driver 


US 巨 driver 


SATA driver 


ALSA driver 


Libpng 


Libjpeg 


Zlib 



本傑で棘れるフリ-ソフトウ I ア]ジポ-ネントに関する I ンに-ザ-ライセンスアグリ-メント賊(煎) 


Exh i b it A 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2, June 1991 

Copyright © 1989,1991 Free Software Foundation,Inc. 

59 Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is perm 財 ed to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it 
is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change 
it. By contrast, the GNU General Public License is intended to guarantee your freedom to share 
and change free software - to make sure the software is free for all its users. This General Public 
License applies to most of the Free Software Foundation's software and to any other program 
whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by 
the GNU Library General Public License instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public 
Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free 
software (and charge for this service if you wish), that you receive source code or can get it if you 
want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you 
know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights 
or to ask you to surrender the rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if 
you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must 
give the recipients all the rights that you have. You must make sure that they, too, receive or can 
get the source code. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps;(1)copyright the software, and (2) offer you this license 
which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands 
that there is no warranty for this free software. If the software is modified by someone else and 
passed on, we want its recipients to know that what they have is not the original, so that any 
problems introduced by others will not reflect on the original authors' reputations. 


Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the 
danger that redistributors of a free program will individually obtain patent licenses, in effect making 
the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any patent must be licensed 
for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS AND CONDITIONS 
FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the 
copyright holder saying it may be distributed under the terms of this General Public License. The 
'Program", below, refers to any such program or work, and a "work based on the Program" means 
either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing 
the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another 
language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) Each 
licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License;they 
are outside its scope. The act of running the Program is not restricted, and the output from the 
Program is covered only if its contents constitute a work based on the Program (independent of 
having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program 
does. 

1.You may copy and distribute verbatim copies of the Programis source code as you receive 
it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an 
appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this 
License and to the absence of any warranty ： and give any other recipients of the Program a copy 
of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option 
offer warranty protection in exchange for a fee. 

2 .You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work 
based on the Program, and copy and distribute such modifications or work under the terms of 
Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the 
files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is 
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derived from the Program or any part there of, to be licensed as a whole at no charge to all third 
parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause 
it, when started running for such interactive use in the most ordinary way, to print or display an 
announcement including an appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or 
else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 

(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print such an 
announcement, your work based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work 
are not derived from the Program,and can be reasonably considered independent and separate 
works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when you 
distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole 
which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this 
License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and 
every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written 
entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or 
collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program (or 
with a work based on the Program) on a volume of a storage or distribution medium does not 
bring the other work under the scope of this License. 

3. Y 0 U may copy and distribute the Program (ora work based on it, under Section 2) in object 
code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one 
of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code,which must 
be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any thirdparty, for a 
charge no more than your cost of physically performing source distribution, a complete machine- 
readable copy of the corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software inte 忙 hange;or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding 
source code. (This alternative is allowed only for noncommercial distribution and only if you 
received the program in object code or executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to 
it. For an executable work, complete source code means all the source code for all modules it 
contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation 
and installation of the executable. However, as a special exception, the source code distributed 
need not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable 
runs, unless 

that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a 
designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the same place 
counts as distribution of the source code, even though third parties are not compelled to copy the 
source along with the object code. 

4. Y 0 U may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided 
under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, 
and will automatically terminate your rights under this License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such 
parties remain in full compliance. 

5. Y 0 U are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing 
else grants you permission to modify or distribute the Program or its derivative works. These 
actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or 
distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of 
this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the 
Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient 
automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute or modify the Program 
subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on the 
recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance 
by third parties to this License. 

7.lf as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other 
reason (not limited to patent issues}, conditions are imposed on you (whether by court order, 
agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you 
from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you 
may not distribute the Program at all. 

For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program 
by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Program. If any 
portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the 
balance of the section is intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right 
claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the 
integrity of the free software distribution system, which is implemented by public license practices. 
Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through 
that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to 
decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the 
rest of this License. 

8 .け the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents 
or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places the Program under this 
License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that 
distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License 
incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

白 . The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public 
License from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but 
may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number 
of this License which applies to it and "any later version", you have the option of following the 
terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free Software 
Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may choose 
any version ever published by the Free Software Foundation. 

10.lf you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution 
conditions are different, write to the author to ask for permission. For software which is copyriahted 
by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make 
exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

11 .BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGt THERE IS NO WARRANTY 
FOR THE PROGRAM, TO THE EXJEMT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT 
WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER 
PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANfTY OF ANY KIND. EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE EWIRE RISK 
AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE 
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, 
REPAIR OR CORRECTION. 

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING 
WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED 
TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PART 尼 S OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER 
PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, 
the best way to achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and 
change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of 
each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at 
least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<One line to give the program's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © 19yy <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the 
GNU General Public License as published by the Free Software Foundation; either version 2 of the 
License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; 
without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU G 飢 eral Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if 
not, write to the Free Software Foundation,Inc., 59 Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MA 02111- 
1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive 
mode: 

Gnomovision version 69, Copyright © 19yy name of author Gnomovision comes with 
ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. This is free software, and you are 
welcome to redistribute it under certain conditions; type show c' for details. 

The hypothetical commands show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the 
General Public License. Of course, the commands you use may be called something other than 
'show w' and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu items - whatever suits your 
program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign 
a "copyright disclaimer" for the program; if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 'Gnomovision' (which 
makes passes at compilers) written by James Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1989 Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary 
programs. If your program is a subroutine library, you may consider it more useful to permit linking 
proprietary applications with the library . け this is what you want to do, use the GNU Library General 
Public License instead of this License. 

Exhibits 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2.1, 

February 1999 

Copyright © 1991,1999 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MA 
021 11-1 307 USA Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 
document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU 
Library Public License, version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change 
it. By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share 
and change free software - to make sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software 
packages — typically libraries - of the Free Software Foundation and other authors who decide to 
use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully about whether this license or the 
ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, based on the 
explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General 
Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free 
software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or can get it if you 
want it; that you can change the software and use pieces of it in new free programs; and that you are 
informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these 
rights or to ask you to surrender these rights. These restrictions translate to certain responsibilities 
for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the 
recipients all the rights that we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get 
the source code. If you link other code with the library, you must provide complete object files to 
the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and 
recompiling it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you 
this license, which gives you legal permission to copy, distribute and/ or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free 
library. Also, if the library is modified by someone else and passed on, the recipients should know 
that what they have is not the original version, so that the original author's reputation will not be 
affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish 
to make sure that a company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a 
restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any patent license obtained for a 
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version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public 
License. This license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated 
libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We use this license for 
certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the 
combination of the two is legally speaking a combined work, a derivative of the original library. The 
ordinary General Public License therefore permits such linking only if the entire combination fits its 
criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other 
code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the 
user's freedom than the ordinary General Public License. It also provides other free software 
developers Less of an advantage over competing non-free programs. These disadvantages are 
the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the Lesser 
license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible 
use of a certain library, so that it becomes a de-facto standard. Toachieve this, non-free programs 
must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free library does the same job 
as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the free library to free 
software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater 
number of people to use a large body of free software. For example, permission to use the GNU C 
Library in non-free programs enables many more people to use the whole GNU operating system, 
as well as its variant, the GNU/Unux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it 
does ensure that the user of a program that is linked with the Library has the freedom and the 
wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close 
attention to the difference between a "work based on the library" and a "work that uses the 
library". The former contains code derived from the library, whereas the latter must be combined 
with the library in order to run. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS 
AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND 
MODIFICATION 

O.This License Agreement applies to any software library or other program which contains 
a notice placed by the copyright holder or other authorized party saying it may be distributed 
under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License"). Each licensee is 
addressed as "you.. 

A "library" means a collection of software functions and/ or data prepared so as to be 
conveniently linked with application programs (which use some of those functions and data) to 
form executables. 

The 'Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed 
under these terms. A "work based on the Library" means either the Library or any derivative work 
under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a portion of it, either ve セ atim 
or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. (Hereinafter, 
translation is included without limitation in the term "modification".} 

"Source code' fora work means the preferred form of the work for making modifications to it. 
For a library, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of 
the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License ： 
they are outside its scope. The act of running a program using the Library is not restricted, and 
output from such a program is covered only if its contents constitute a work based on the Library 
(independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true depends on what 
the Library does and what the program that uses the Library does. 

1.You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you 
receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy 
an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to 
this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with 
the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option 
offer warranty protection in exchange for a fee. 

2 .You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work 
based on the Library, and copy and distribute such modifications or work under the terms of 
Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the 
files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under 
the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an 
application program that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is 
invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, in the event an application does 
not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its 
purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is 
entirely well 日 efine 日 independent of the application. 

Therefore, Subsection 2d requires that any applicationsupplied function or table used by this 
function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still 
compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work 
are not derived from the Library, and can be reasonably considered independent and separate 
works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when you 
distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole 
which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this 
License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and 
every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written 
entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or 
collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with 
a work based on the Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the 
other work under the scope of this License. 

3 .Y 0 U may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this 
License to a given copy of the Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this 
License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, instead of to 
this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public License has 
appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in 
these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU 
General Public License applies to all subsequent copies and derivative works made from that 
copy. 


This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a 
library. 

4. Y 0 U may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in 
object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you 
accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then 
offering equivalent access to copy the source code from the same place satisfies the requirement 
to distribute the source code, even though third parties are not compelled to copy the source 
along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work 
with the Library by being compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library". Such 
a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of 
this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is 
a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that 
uses the library". The executable is therefore covered by this License. Section 6 states terms for 
distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, 
the object code for the work may be a derivative work of the Library even though the source code 
is not. Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if 
the work is itself a library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, 
and small macros and small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object 
file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. (Executables containing this 
object code plus portions of the Library will still fall under Section 6 .) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the 
work under the terms of Section 6 . Any executables containing that work also fall under Section 6 , 
whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6 . As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the 
Library" with the Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that 
work under terms of your choice, provided that the terms permit modification of the work for the 
customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that 
the Library and its use are covered by this License. You must supply a copy of this License. If the 
work during execution displays copyright notices, you must include the copyright notice for the 
Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this License. Also, you 
must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code 
for the Library including whatever changes were used in the work (which must be distributed 
under Sections 1 and 2 above )： and, if the work is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, so 
that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing 
the modified Library. (け is understood that the user who changes the contents of definitions files in 
the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is 
one that (1)uses at run time a copy of the library already present on the user's computer system, 
rather than copying library functions into the executable, and (2) will operate properly with a 
modified version of the library, げ the user installs one, as long as the modified version is interface- 
compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user 
the materials specified in Subsection 6 a, above, for a charge no more than the cost of performing 
this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer 
equivalent access to copy the above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already 
sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any 
data and utility programs needed for reproducing the executable from it. However, as a special 
exception, the materials to be distributed need not include anything that is normally distributed 
(in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the 
executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary 
libraries that do not normally accompany the operating system. Such a contradiction means you 
cannot use both them and the Library together in an executable that you distribute. 

7 .You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single 
library together with other library facilities not covered by this License, and distribute such a 
combined library, provided that the separate distribution of the work based on the Library and of 
the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, 
uncombined with any other library facilities. This must be distributed under the terms of the 
Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on 
the Library, and explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8 . Y 0 U may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly 
provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute 
the Library is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties who 
have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so 
long as such parties remain in full compliance. 

9 . Y 0 U are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing 
else grants you permission to modify or distribute the Library or its derivative works. These actions 
are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the 
Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, 
and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based 
on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library", the recipient 
automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the 
Library subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on the 
recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance 
by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other 
reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement 
or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the conditions 
of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library 
at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all 
those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it 
and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, 
the balance of the section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in 
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other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims 
or to contest validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of 
the free software distribution system which is implemented by public license practices. Many people 
have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system in 
reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is 
willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the 
rest of this License. 

12.If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents 
or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places the Library under this 
License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that 
distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License 
incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13 .The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present 
version, but may differ in detail to address new problems or concerns. Each version is given a 
distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the 
Library does not specify a license version number, you may choose any version ever published by 
the Free Software Foundation. 

14.If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution 
conditions are incompatible with these, write to the author to ask for permission. For software 
which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving 
the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 

NO WARRANTY 

15.BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY 
FOR THE LIBRARY, TO THE DCTENT PERMFITED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
OTHERW に E STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/ OR OTHER PARTES 
PROVIDE THE LIBRARY 'AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED 
OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANT 尼 S OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO 
THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

16.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING 
WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LMTED TO 
LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PART 尼 S OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER 
SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, 
we recommend making it free software that everyone can redistribute and change. You can do 
so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary 
General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. け is safest to attach them to the 
start of each source 刊 e to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should 
have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author 〉 

This library is free software ： you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU 
Lesser General Public License as published by the Free Software Foundation; either version 2 of 
the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; 
without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 円 TNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; 
if not, write to the Free Software Foundation,Inc., 59 Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MA 02111- 
1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign 
a "copyright disclaimer" for the library, け necessary. Here is a sample; alter the names; Yoyodyne, 
Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written 
by James Random Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon,President of Vice 
That's all there is to it! 

Exh i b itC 

This is a version (aka dimalloc) of malloc/free/realloc written by Doug Lea and released to the 
public domain. 

Use, modify, and redistribute this code without permission or acknowledgement in any way you 
wish. Send questions, comments, complaints, 
performance data, etc to dl@cs.oswego.edu 
VERSION 2.7.2 Sat Aug 17 09:07:30 2002 Doug Lea (dl at gee) 

Note: There may be an updated version of this malloc obtainable at 
ftp://gee.cs.oswego.edU/pub/misc/malloc.c 
Check before installing! 

ExhibitD 

LICENSE ISSUES 


The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of the OpenSSL License 
and the original SSLeay license apply to the toolkit. 

See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. 
In case of any license issues related to OpenSSL please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1 . Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or 
promote products derived from this software without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" 
appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6 . Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit (http://www.openssl.org/) ‘ 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT——AS IS,, AND ANY EXPRESSED 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGE (INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STR に T 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERW に日 ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric You * (eay@cryptsoft.com). This 
product includes software written by Tim Hudson (tjh@ct 7 pts 0 ft.com). 


Original SSLeay License 


Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cry 口 so け . com) All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@ctyptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are 
aheared to. The following conditions apply to all code found in this distribution, be it the RC4, 
RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. 

The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms 
except that the holder is Tim Hudson (tjh@ct 7 pts 0 ft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be 
removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the 
parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions 

are met: 

1 . Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 
acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@ctyptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not 
cryptographic relate 日 ：-). 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@ctyptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS 吃 ,, AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PART に UUifi PURPOSE ARE DISCUMMED. IN NO 
EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL EXEMPU^Y, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PRO 円 TS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERW 松り ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code 
cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution 
licence [including the GNU Public Licence.] 


ExhibitE 

The FreeType Project LICENSE 
2006 -Jan-27 
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Copyright (c)1998-2008 The OpenSSL Project. All rights reserved. 


Copyright 1996-2002, 2006 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg 
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その他 

本機で使われるソフトウェアのライセンス情報っづを 



そ 

の 

化 


Introduction 


The FreeType Project is distributed in several archive packaaes; 

some of them may contain, in addition to the FreeType font engine, various tools and contributions 
which rely on, or relate to,the FreeType Project. 

This license applies to all files found in such packages, and which do not fall under their own 
explicit license. 

The license affects thus the FreeType font engine, the test programs, documentation and 
makefiles, at the very least. 

This license was inspired by the BSD, Artistic, and IJG (Independent JPEG Group} 
licenses, which all encourage inclusion 

and use of free software in commercial and freeware products alike. As a consequence, its 
main points are that; 

o We don't promise that this software works. However, we will beinterested in any kind of bug 
reports, fas is' distribution) 

o You can use this software for whatever you want, in parts or full form, without having to pay 
us. (Yoyalty-free' usage) 

o You may not pretend that you wrote this software. If you use it, or only parts of it, in a 
program, you must acknowledge somewhere in your documentation that you have used 
theFreeType code, fcredits') 

We specifically permit and encourage the inclusion of this software, with or without 
modifications, in commercial products. 

We disclaim all warranties covering The FreeType Project and assume no liability related to 
The FreeType Project. 

Finally, many people asked us for a preferred form for a credit/disclaimer to use in 
compliance with this license. We thus encourage you to use the following text: 


Portions of this software are copyright 因 <year> The FreeType Project (www.freetype.org). All 
rights reserved. 

円 ease replace <year> with the value from the FreeType version you actually use. 

Legal Terms 


0. Definitions 


Throughout this license, the terms'package', 'FreeType Project', and FreeType archive' refer 
to the set of files originally distributed by the authors (David Turner, Robert Wilhelm, and 
Werner Lemberg) as the 'FreeType Project', be they named as alpha, beta or final release. 

—You' refers to the licensee, or person using the project, where using' is a generic term including 
compiling the project's source code as well as linking it to form a program' or'executable'. 

This program is referred to as a program using the FreeType engine'. 

This license applies to all files distributed in the original FreeType Project, including all 
source code, binaries and documentation, unless otherwise stated in the 刊 e in its 
original, unmodified form as distributed in the original archive. 

If you are unsure whether or not a particular file is covered by this license, you must contact us 
to verify this. 

The FreeType Project is copyright (C)1996-2000 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner 
Lemberg. All rights reserved except as specified below. 

1. No Warranty 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED'AS IS' WITHOUT WARRAh^TY OF ANY KIND. 

EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. iNNOEVENTWI 止 
ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED 
BY THE USE OR THE INABILITY TO USE, OF THE FREETYPE PROJECT. 

2. Redistribution 


This license grants a worldwide, royalty-free, perpetual and irrevocable right and license to 
use, execute, perform, compile, display, copy, create derivative works of, distribute and 
sublicense the FreeType Project (in both source and object code forms) and derivative works 
thereof for any purpose; and to authorize others to exercise some or all of the rights granted 
herein, subject to the following conditions: 

o Redistribution of source code must retain this license file fFTL.TXT') unaltered; any 
additions, deletions or changes to the original files must be clearly indicated in accompanying 
documentation. The copyright notices of the unaltered, original files must be preserved 
in all copies of source files. 

o Redistribution in binary form must provide a disclaimer that states that the software is 
based in part of the work of the FreeType Team, in the distribution documentation. We also 
encourage you to put an URL to the FreeType web page in your documentation, though this 
isn't mandatory. 

These conditions apply to any software derived from or based on the FreeType Project, not just 
the unmodified files. 

If you use our work, you must acknowledge us. However, no fee need be paid to us. 

3. Advertising 

Neither the FreeType authors and contributors nor you shall use the name of the other for 
commercial, advertising, or promotional purposes without specific prior written permission. 

We suggest, but do not require, that you use one or more of the following phrases to refer 
to this software in your documentation or advertising materials: 'FreeType Project', 'FreeType 
Engine', 'FreeType library', or 'FreeType Distribution'. 


As you have not signed this license, you are not required to accept it. However, as the 
FreeType Project is copyrighted material, only this license, or another one contracted with the 
authors, grants you the right to use, distribute, and modify it. 

Therefore, by using, distributing, or modifying the FreeType Project, you indicate that you 
understand and accept all the terms of this license. 

4. Contacts 


There are two mailing lists related to FreeType: 
o freetype@nongnu.org 

Discusses general use and applications of FreeType, as well as future and wanted additions 
to the library and distribution. If you are looking for support, start in this list if you 
haven't found anything to help you in the documentation. 

0 freetype-devel@nongnu.org 

Discusses bugs, as well as engine internals, design issues, specific licenses, porting, etc. 

Our home page can be found at 
http:/7www.freetype.org 


• 意匠-仕様-ソフトウェアは製品改良のため予告なく変 
要することびあります。 

《 Portions が this software are 巳日 pyri 呂 ht © ] 白9目- 
2007 The FreeType Project (www.freetype.org). 
All rights reserved. 

《This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit 
(http://www.openssl.or 呂 /). 

《This software is based in part on the work of the 
Independent JPEG Group. 

※この製品には PPxP 開発チームによって開発されたソフ 
トウェアび含まれています。 

※この製品に含まれているソフトウェアを U バース-エン 
ジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイル、分解また 
はその他の方法で解析、および変更することは禁止され 
ています。ただし、 LGPL び適用されるソフトウェアに 
ついては、お客様ご自身の個人的使巧のた故の改変にか 
かるデバッグのた故である場合は、この限りではありま 
せん。 
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〜化ず最初にお読み < ださい〜 

まを上のごを意 


■表示の説明 


表巧の意 


"取扱いを誤った場合、人び死 t または重傷 (* 1 ) を負ラことび想定されること" 
化术しまず。 


"取扱いを誤った場合、人び軽傷（*2)を負ラことび想定されるか、または物 
的損害（*3)の発生び想定されること"をおしまず。 


*1 :重傷とは、失明やけび、やけど(高温•ほ温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に入院•長期 
の通院を要するちのをさします。 

*2 :軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 :物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 



■回記号の例 


回記号 



記号の思 


の" は、 禁止 （し口まいけないこと）をおしまず。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近< に絵や文章でおしまず。 


"は、指示ずる行為の強制（必ずずること）をおしまず。 

体的なおお内容は、図記号の中や近< に絵や文章でおしまず。 


7 V は、 ミち意を おしまず。 

具体的なミ主意内容は、図記号の中や近<に絵や文章でおしまず。 



煙び出ていたり、変なにおいびずるとさは、ずぐに 
電源プラグをコンセントか5巧く 

そのまま使用すると、乂巧•感電の 
原因となります。 

ま全を確認してから、お買い上げの 

販売店にご連絡ください。 プラグを巧け 

落としたり、キャビネットを破損したときは、ずぐ 
に電源プラグをコンセントか6抜く 

そのまま使用すると、义災•感電の原 
因となります。キャビネットび破損し 03 ^ 
たままで取り扱うと、けびのおそれび 
あります。お買い上げの販売店に点検-づ^グを巧け 
修理をご巧頼ください。 

内部に水や異物びはいった5、ずぐに電源プラグを 
コンセントか5抜く 

そのまま使用すると、火災•感電の 0 ^ 
原因となります。お買い上げの販売 
店に点検•修理をご依頼ください。 

プラグを巧け 

電源コードび傷んだり、電源プラグび発熱したとさ 
は、ずぐに電源を切り、電源プラグびをえたことを 
確認し、コンセントか5巧く 

そのまま使用すると、义災•感電の原 
因となります。 03 ^ 

電源コードび傷んだら、お買い上げの 
販売店に交換をご巧頼ください。 プ■ラグを巧け 


製品本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防 
ざ、を全に正し < お使いいただ < ために、重要な内容を記載していまず。次の内容 （ 表示 • 図記号） 
をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 



ま全上のごを意 



















〜化ず最初にお読み < ださい〜 

まを上のごを意 っヴを 


么警告 


設置するとさ 


屋外や風呂、シャワー室など、水のかかるおそれの 
ある場巧には置かない 

火災-感電の原因となります。 

風呂、シャワーま 
での使用禁止 

ぐ5つく台の上や傾いた巧など、不ま定な場所や振 
動のある場巧に置かない 

本機び落ちて、けびの原因となりま 

す。水平でま定したところに据え付 (X1 

けてくださぃ。 

禁止 

電源プラグは家庭用交流10 0 V のコンセントに根 
元まで確実に差し込 S む 

•交流 100 V しツ外を使用すると、 

火災•感電の原因となります。 MB 

• 差し込みかたび悪いと、発熱に 

より、火災の原因となります。 指示 

• 傷んだ電源プラグ、ゆるんだコ 
ンセントは使わないでくださ 
い。 

上に物を置かない 

• 金属類や、巧びん•コップ•化 

粧品などの液体び内部にはいっ { X1 

た場合、火災-感電の原因とな 
ります。 上載せ禁止 

• 重いちのなどび置かれて落下し 
た場合、けびの原因となります。 

また、本体内部に変形を起こし、 

トラブルの原因となることびあ 

0ます。 

コンセントか5電源プラグび巧きやすいように設 
置ずる 

万一の異常や故障のとを、または長 

期間使用しないときなどに役立ちま ■■ 

す。 

指示 

時々電源プラグを巧いて点検し、プラグやプラグの 
取り付け面にゴミやほこりび付着している場合は、 
きれいに掃除ずる 

電源プラグの絶縁低下によって、火 
災の願となります。 

また、接触不良による故障の願と 
なります。（電源プラグは本体電源 指示 

びオフのとをに抜いてください。） 

包装に使用しているビニール袋でおモ様び遊んだ 
りしないよ5にま意ずる 

かぶったり、飲み込んだ D すると、 

窒息のおそれびあります。万-、飲 mm 

み込んだ場合は、直ちに固町こ欄 

してください。 指示 

を定したところで、 7 _K 平に設置する 

立てて使用したいとをは、別売りの 
縦置をキットをご購入ください。縦 
置きキットを使わずに立てて使用す 
ると、本機び落ちたり転倒したりし 
て、けびや故障の原因とな D ます。 指示 


A 警告 


使用ずるとき 


修理-改造-分解はしない 

雷び鳴りだした5、本機や電源プラグに触れない 

火巧•感電の原因となります。 

感電の原因となります。 XcmN 

点検 • 修理はお買い上げの販売店に 

戀 

ご麵ください。 


分解禁止 

接軸禁止 
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么警告 


使用ずるとき つづき 


ディスク挿入□やファン、通風孔などか5異物を入れない 

ステープル、ク U ップなどの金属類 

や紙などの燃えやすいものび内部に (\) 

入った場合、火災.感電の原因とな 

ります。特にお子様のいるご家庭で異物挿入禁止 

はごま意ください。 


可燃性ガスのエアゾールやスプレーを使用しない 

清掃や可動部の涵滑用など、可燃性 

ガスを本機に使用すると、噴射され {X ) 

る可燃性ガスび本機の内部に留ま 

り、モーターやスイッチの接点や静 禁止 

電気の火花び引火して、爆発や火災 

び発生するおそれびあります。 


電源コード-電源プラグは 

• 傷つけたり、延長するなど加工したり、加熱しない 
• 引っ張ったり、重いものを載せたり、はさんだりしない 
• 無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない 
火災•感電-断線の原因となります。 



A ま意 


設置するとさ 


温度の局い場巧 ll ■•置かない 


背面の内部を却用ファンや通風孔をふさびない 

直射曰光の当たる場所やストーブの 
そばなどに置くと、火災•感電の原 
因となることびあります。また、破 
損、その他部品の劣化や破損の原因 
となることびあります。 

Q 

禁止 

内部温度び上昇し、火災の原因とな 
ることびあります。これらフアンや 
通風孔とラックとの間は lOcm しツ 
上離してください。 


湿気-油煙•ほこりのをい場巧に置かない 

高い場巧に設置しない 


加湿器•調理台のそばや、ほこりの 
をい場所などに置<と、火災•感電 
の原因となることびあ D ます。 


本機び落下した場合に、けびの原因 
となるため、高い場所への設置はし 
ないで < ださい。 


風通しの悪い場所に置かない 

• 壁に押しつけない 
• 押し入れや本箱など風通しの悪 
し、場所に押し込まない 
• テーブル ク□ス- カーテン など 
を掛けたりしない 

• じゅラたんや布団の上に置かな 
い 

• あお向け-横倒し-逆さまにし 
ない 

内部温度び上昇し、火災の原因とな 
ることびあ D ます。 


本機の上に他の機器を載せたり、他の機器の上に本 
機を載せたりしない 

• 本機の上面や底面は高温になる 

ので、他の機器に損害を与える { X 1 

原因になることびあ D ます。 

• 本機の内部は高温になります。積重ね禁止 
さらに他の機器から熱を受ける 
と、加熱して故障や火災の原因 
となることびあ D ます。 
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リモコンに使用している乾電池は、 

• 指定 L ソがの乾電池は使用しない 

参極性 [ 〇と©]を間違えて挿入しない 
• 充電-加熱-分解•シヨートしたり、火の中に入れない 
• 乾電池に表示されている[使用推奨期限]を過ぎたり、使い切った乾電池は 
U モコンに入れておかない 

• 種類の違ラ乾電池、新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しない 
これを守らないと、あもれ•破裂などによって、やけど•けびの原因となることびあ D ます。 

ちし、液び皮膚や巧類についたとさは、すぐにをれいな水で洗い流してくださしん液び目にはいったとをは、 
すぐにをれいな水で洗い眼科医のミ台療をラけて<ださい。器具に付着した場合は、液に直接触れないでな 
を取ってください。 



旅行などで長期間ご使用にな S ないときは、ままのため電源プラグをコンセントか5抜く 

万一故障したとを、火災の原因となることびあります。 

本体や U モコンの電源ボタンを押して電源を切った場合は、本機への通電は完全には切れ 
ていません。本機への通電を完全に切るには、電源プラグをコンセントから巧いてくださ 


C 

プラグを抜け 


電源を入れる前には音量を最小にずる 

電源を入れる前には、接続している 
アンプなどの音量を最ルにしておい 
て < ださい。突然大をな音び出て聴 
力障害などの原因となることびあり 指示 

ます。 



移動させる場合は、電源プラグ-外部との接続コー 
ドをはずず 

はずさないまま運ぶと、電源コード 
び傷つを火災-感電の原因となるこ 
とや、本機び転倒•落下し、けびの 
原因となることびあります。 指示 



特殊お状 （ A — 卜や星、名刺タイプなど）のディス 
クは本機に挿入しない 

取り出せなくなったり、故障の原因 
となります。 iXl 


ひび副れ、変お、または接着剤などで補修したディ 
スクは使用しない 

ディスクは本機内で高速回転します 

ので、飛び散ってけびや故障の原因 1 X I 

となることびあります。 

禁止 


コンセントや配線器具の定格を超える使いかたを 
しない 

タコ足配線をしないでください。火 fX I 

災•感電の原因となることびありま 
す。 禁止 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししない 

感電の原因となることびあ0ます。 

めれ手禁止 



テレビや才ーデイオシステムの音量を上げずざな 
い 

音量を上げすざると、ちへの刺激で /CN 
聴力に悪い影響を与えた D 、 ご近所 (\) 

の迷惑になります。特に夜間は、曰 

中よりも音量を下げるようにしてく 禁止 

ださい。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張って 
巧かない 

電源コードを引っ張って巧くと、電 

源コードや電源プラグび傷つを、火 (X1 

災-感電の原因となることびありま 

す。電源プラグを持って抜いてくだ引っ張り禁止 

さし、。 


〜化ず最初にお読み< ださい〜 

まを上のごを意っヴき 

么注意 


安全上のごを意 














A 注意 


3D 映像を見るとき 


3 D 映像視聴の際には、 3 D 対応テレビ（ディスプレイ）および 3 D 対応メ 
ガネの取扱説明書などに記載の説明事項-を意事項ち十分ご確認の上、こ 
れ5の事項を守って視聴してください。 


てんかんの可能性びある人、光過敏の既往をのある 
人、む臓に疾患のある人、体調の悪い人は 3 D 映 
像を見ない 

症状悪化の原因となることびありま 

す (N) 

3 D 映像を見ているときに、感覚に異常を感じたり、 
疲れを感じたり、気分び悪くなったりしたときは、 
見るのをやめる 

そのまま見続けると体調不良の原因 

となることびあります。 MB 


禁止 


指示 

長時間の視聴は避け、適度に休憩をとる 

長時間の視聴は目の疲れの原因とな 
ることびあ D ます。 

〇 

周囲の人や物にま意する 

3 D 映像で距離感を誤って手を伸ば 
したり、 3 D 映像を実際の物と間違 
えて急に身体を動かした D すると、 

A 


指示 

周囲の人にけびをさせたり、周囲の 
物を壊してけびをしたりする原因と 
なることびあります。 

周囲に壊れやすいちのを置かないよ 
ラにしてください。 

ミち意 

3 D 映像の視聴年齢は6歳!•ソ上を目まにする 

おモ様び 3 D 映像を視聴する場合 
は、髓者のちの管理のもとに、視 mm 

聴の可否議や禍菌胁どをしてス y 
ください。 指示 

近視の人、遠視の人、左ちの視力び異なる人、舌け見 
の人は、視力履正メガネなどの着用で視力を履正し 
たラえで 3 D メガネを着用ずる 

視力を短正しないで 3 D 映像を見る 

と、目の疲れや、視力びよりな下す ■■ 

る原因となることびあります。 ス y 

指示 

3 D 映像び二重の映像に見えたり、立体感び得5れ 
なかつたりした6、見るのをやめる 

そのまま見続けると目の疲れの原因 

となることがちります。 MB 

指示 

画面（映像）か5適正な距離で視聴ずる 

近づいて視聴すると、目の疲れや視 
力低下の原因となることびありま 
す。使用するテレビ（ディスプレイ） 

の取扱説明書などで巧奨される距離 
で視聴するよラにしてください。 

〇 

指示 


まを上のごを意 
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〜化ず最初にお読み < ださい〜 

使用上のお願いとご注意 


取扱いに関すること 


•非常時を除いて、電源び入っている状態では電源 
プラグをコンセントから巧かないでください。故 
障の原因とな D ます。 

•移動させるとを 

弓 I っ越しなど、遠くへ運ぶとさは、振動び伝わらな 
いよラに、傷びつかないよラに毛布などでくるん 
でください。また、衝撃-振動をあたえないでくだ 
さい。 

• 殺虫剤や揮発性のをのをかけたりしないで<ださ 
し、。また、ゴムやビニール製品などを長時間接曲さ 
せないでください。変色した D 、 塗装びはげるなど 
の原因となります。 

•たばこの煙や煙を出すタイプの殺虫剤、ほこりな 
どび機器内部にはいると故障の原因とな D ます。 

• 長時間ご使用になっていると上面や背面び多少熱 
くな D ますび、故障ではありません。 

• 本機は精密電子機器です。長くご愛用いただくた 
めにでさるだけ T 寧に取 D 扱ってください。 

•ふだん使巧しないとを 

おず、ディスクを取り出し、電源を切っておいてく 
ださい。 

•長期間使用しないとを 

機能に支障をきたす場合びありますので、とをど 
を電源を入れて、使用してください。 


置を場所に関すること 


• 本機をテレビやラジオ、ビデオデッキの近くに置 
く場合には、本機を使用中、組み合わせによっては 
画像や音声に悪い影響を与えることびあ D ます。 
万一、このよラな症状び発生した場合はテレビや 
ラジオ、ビデオデッキからでをるだけ離してくだ 
さい。 

•直射曰光のあたる場所、熱器具の近 < など温度び 
高<なる場所や、ビデオデッキなど熱源になるよ 
ラな機器の上には置かないでください。故障の原 
因となります。 


お手入れに関すること 


• お手入れの際は、本機の電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 

•本体のよごれは柔らかい巧で軽<拭を取って<だ 
さい。テイッシュペーパーや硬い巧は使わないで 
<ださい。 

ベンジン、シンナーは絶対使用しないでください。 
変色したり、塗装びはびれたりする原因となりま 
す。 

•油巧れ等び付いたとさは、弱い中性洗剤を薄めた 
ものを含ませて固く絞った柔らかい巧で、拭を 
取ってください。その後、温水を含ませて固く絞っ 
た巧で十分に拭を取って < ださい。ただし、わずか 
に表面び変質する場合びあることは予めご承巧く 
ださい。 

• 1年に一度は内部の清掃を、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 

本体の内部にほこりびたまったまま使用すると、 
火災や故障の原因となることびあ D ます。特に湿 
気のを<なる梅雨期の前に行ラと効果的です。内 
部清掃費用については、お買い上げの販売店にご 
巧談ください。 


曰本国内用です 


•本機を使用できるのは日本国内だけです。外国で 
は電源電圧传テレビ方式が異なりますので使えま 
せん。 

• This product IS desi 呂 ned for use in Japan 
only and cannot be used in any other 
countries . 


音量にごいて 


• BD-Video ディスクや DVD-Video ディスクの中 
には、音楽 CD などの他のソフトよりも、音量びル 
さく感じられる場合びあります。これらのディス 
クの再生のためにテレビやアンプ側の音量を上げ 
たとをには、再生び終わったあとに必ず音量を下 
げて < ださい。 


ほ用上のお願いとごを意 
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結露(露付き)について 


結露はディスクや本機を傷めます。よ < お読み 

<ださい。 

•たとえば、よく;令えたビールをコップにつぐと、 
コップの表面に水ミ商びつきます。これを"結露歷 
付き)"といいます。この現象と同じように、本機の 
内部のピックアップレンズや部品、部品内部など 
に水ミ商びつくことがあります。 

"結露"はこんなとさおをます。 

•本機を寒いところから、急に暖かいところに移動 
したとを 

•暖房を始めたばか D の部屋や、エアコンなどの;令 
風び直接あたるところに置いたとき 

•夏季に、;令房のをいた部屋-車内などから急に温 
度-湿度の高いところに移動したとを 

•湯気び立ちこめるなど、湿気のをい部屋に置いた 
とを 

結露びおをそラなとをは、本機をすぐにほ用し 

ない 

• 結露びおきた状態で本機をお使いになると、ディ 
スクや部品を傷めることびあります。しばらくそ 
のまま放置して、水ミ商び乾燥してから使用してく 
ださい。 


巧責事項について 


• 地震や雷などの自然災害および当社の責任(外の 
火災、第兰者による行為、その他の事故、お客様の 
故意または過失、誤用、その他異常な条件下での使 
用によって生じた損害に関して、当社は一切責任 
を負いません。 

•本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な 
損害(事業利益の損失 • 事業の中断など）に関して、 
当社は一切責任を負いません。 

参取扱説明書の記載内容を守らないことによって生 
じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

• 当社び関与しない接続機器、ソフトウエアとの組 
み合わせによる誤動作や八ングアップ(操作不能） 
などから生じた損害に関して、当社は一切責任を 
負いません。 

•衝撃-振動-誤動作および故障や修理などによっ 
て生じた記録データの損壊、損失について、当社は 
一切の責任を負いません。 


操作説明と実隐の動作 


• この取扱説明書は、本機の基本的な操作のしかた 
を説明しています。 

• この取扱説明書に記載されている画面表示は、実 
際に表示される画面を簡略化していた D 、 文章表 
現び異なったりする場合びあ D ます。画面表示に 
ついては実際の画面でご確認<ださい。 

•ブルーレイディスク、 DVD のおもな市販ソフト 
などでは、ディスク制作者側の意図で再生状態び 
ミ夫められていることびあります。本機はディスク 
制作者び意図した内容に従って再生を行5ため、 
操作したとおりには動作しないことびあります。 
再生するディスクに付属の説明書ちご覧<ださ 
し、。 

• ボタン操作中に画面に"び表示されることびあ 
ります。"び表示されたとをは、本機またはディ 
スクびその操作を禁止しています。 


デジタル放送のコピー制限について 


• デジタル放送では、ほとんどのま組にコピーワン 
スまたはダビング10といラコピー制限びあ D 、 
番組制作者などの著作権を守るための制御信号を 
入れて放送しています。 （2004 年4月から、地上/ 
BS デジタル放送のま組び、コピー制限のあるま組 
とされています。） 


ダビング10 

録画したま組は、最大10回（コ 
ピー9回と移動1回）ダビング 
でをます。 

コピーワンス 

録画したま組は、1回だけダビ 
ング(移動）びでをます。 

ダビング禁止 

録画した番組は、ダビングでき 
ません。 

コピー制限なし 

録画したま組は、コピーち移動 
ちでをます。 


※本機では、を組を録画ずることはできません。 


使用上のお願いとごを意 
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• たいせつな録画-録音の場合は、事前に試し録画- 
録音などしておくことをおすすめします。 

• たいせつな録画をされたディスクの定期的なバッ 
クアップをおすすめします。 

ディスクの経年変化によってはデジタル信号び読 
み出せなくなったり、消えてしまったりする場合 
びあ D ます。ただし、著作権保護のため1回だけ録 
画び可能なま組（コピーワンスプログラム)などの 
録画はノ（ックアップをとることはでをません。 


•ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開 
演奏、レンタル(有償、無償を問わず)することは、 
法律で禁止されています。 

• 著作権保護のため、コピーび禁止されているま組 
は、録画をすることはでをません。 

• あなたび録画-録音したものは、個人として楽し 
む(がは、著作権法上、権利者に無断では使用でを 
ません。録画 • 録音したちのを権利者の許諾なぐ、 
複製-改変したり、インターネットなどで送信' 
掲示したりすることは著作権法上禁止されていま 
す。下の行為などち違反になりますのでごま意 
<ださい。 

-録画したま組を自分のホームページで見られ 
るよつにする。 

-録画したま組をメールやメッセンジャーヴー 
ビスなどで他人に送る。 

また、し U 下の行為ち著作権法違反となるおそれび 
ありますのでごミ主意ください。 

-ま組を録画したビデオテープやディスクなど 
の媒体を友人に質す。 

著作権法違反は刑事処罰を受けますので自己責任 
のちとでご利用 < ださい。なお、著作権法違反に 
よって生じた損害に関して、当社は一切の責任を 
負いません。 

参本取扱説明書に記載されている名称、会社名、商品 
名などには、さ社の登録商標や商標び含まれてい 
ふ 〇 


. 信号面(光っている励に手を触れないように持っ 
て < ださい。 

指紋などびつ < と、再生や記録びでさな < なる場 
合びあります。 

-ディスクに紙やラベル、シールなどを貼らないで 
<ださい。 

-ディスクのお手入れやな管については、ディスク 
付属の取扱説明書をご覧 < ださい。 


• 市販のレンズク1」ーナーやレンズク1」ーナーデイ 
スクは、本機では使わないでください。 


• お買い上げ後、より快適な環境でお使いいただ< 
ために、本機内部のソフトウエア（制御プ□グラ 
ム)を更新する場合びあ D ます。 

• ソフトウエアの更新については、 I なぞをご覧く 
ださい。 


•本機にはお客様の操作に関する情報び記録されて 
います。廃棄や譲ミ度などで本機を手放される場合 
は、お買い上げ時の設定に戻して顶記録され 
た情報を必ず消去してください。本機に記録され 
る個人情報に関しては、お客様の責任で管理して 
<ださい。 

•本製品を廃棄するとをは、地ち自ミ台体の条例また 
は規則に従って処理してください。詳しくは、各地 
ち自ミ台体にお問い合わせください。 


〜化ず最初にお読みください〜 

使用上のお願いとご注意っづを 


使用上のお願いとごを意 
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さ < いん 


ディスク 

ディスク情報を見る 
ディスク;/ニュー…. 

ディスクを再生する 
ディスクを初期化(フオーマット）する 

ディスクをフアイナライズする . 

ディスクを保護ずる . 


夕行 

タイトル 

タイトルを削除する . 27 

タイトルをイ呆護する . 27 

ダビング 

ダビングでさるディスク ... 46 

テレビ（レグヴ)か5ダビングする . 1目〜]目 

ビデオカ方ラか5ダビングする . 20 

レコーダーか5ダビングする . 2己 


画面-表术 . 

クイックニュー) 
コマ送0 . 


3D. 

AVCHD. 

AVCREC™ 

巨 DAV フォーマット 

BD-Live™. 

巨 ONUSVIEW™.... 

CPRM. 

DNS 設定 . 

HDMI 

HDM 腊続.......... 

HDM 腫動設定.. 
IP アドレス設定.…… 

LAN 接続 . 

PCM. 

TV 画面形状 . 

US 巨メモ U-......... 

Video フオーマット 
VR フオーマット ..... 


ナ行 

ネット de レック対応機種 . 23 

ノ、行 

早送り/早戻し . 28 

ビットスト U- ム . 40 

ビットレート . 29 

フアイナライズ . 47 

フオーマット .] 0、4己、46 

ブルーレイディスク.…. .45. 46 

マ行 

見るナビ . 27 

ラ行 

U- ジョンコード/番号 .... 4己 

U セットする ... 48 

U ピート再生 . 3日、34 

リモコン . 巳、目 

レグヴリンク 

テレビ（レグヴ)のリモコンで操作する . 14 

レグヴ U ンク-ダビング . 1目〜]白 

レグザ U ンク.ダビング対応機種 . 12 

録画モード . 白 

ヮ行 

ワンタッチスキップ . 28 

ワンタッチ U プレイ ... 28 


サ行 

再生でさるディスク . 45 

時刻設定 . 43 

視聴制限 . 38 

消去 

BD-Live™ のデータを消去する ... 44 

初期化 

US 目メモ U —を初期化する . 44 

設定を出荷時の状態に戻す . . 43 

ディスクを初期化(フオーマツト）する . 10 

字幕を切り換える ... 2白 

ス□ー モーション再生 ... 28 

設定メニュー . . 37 

ソフトウエア 

ソフトウェアをダウン□ー ドする ... 43 

ソフトウェアのノくージョンを確認する . 43 

ソフトプ□テクト . 47 


ァ行 

アングル(映像)を切0換える ... 2白 

暗証番号設定… ..... 3白 

音声設定 . 40 

音声を切り換える ..... 2白 

音楽用 CD を再生する ... 34 

力行 


数字-アルファベット 


7 1 7 0 7 7 
4 3 2 1 4 4 

^ I 〇 5 ! ^ 

;; 2 ;; 


17 8 
3 4 2 

17 ' 

- 2 


2 


OJO 曰色 32 色 1 己 3 
32443344 3 1 


曰 一 i i i 2 
4 i i i i 2 


1 2 0 3 3 5 6 
4 2 4 4 3 4 4 


が 


さ < いん 
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付属品を確認する 

本機には、 li (下の付属品びあります。お確かめください。 


リモコン ( SE - R 040 已 ） /1個 LAN ケーブル（ストレート ）/ 1本 



II ■本機専用の縦置さキツトについて 

本機を立ててお使いになりたいときは、別売りの縦置きキット ( D - STK 1) をご購入ください。 
詳しくは、当社ホームぺージ http :// www . toshiba . co . jp / regza / bd _ dvd / などをご覧ください, 


付属品を巧認する 
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商品の巧証と アフター ヴー ビス 


化ずお読み<ださい 


保証書（別添) 


•イ呆証書は、必ず r お買い上げ曰- 
販売店名」などの記入をお確かめ 
のラえ、販売店から受け取ってい 
ただを内容をよくお読みのあと、 
たしせつにイ呆管してください。 


補修用性能部品について 


-当社は、スレーレイディスクプレーヤー/ライターの補修用性能部品 
を製造巧ち切り後、8年な有しています。 

-補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 
• 修理のために取りはずした部品は、当社で引を取らせていただをます。 
また、修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用するこ 
とびおります。 


イ呆証期間 

お買い上げ曰から1年間です。ただし、業務巧にご使巧の場合、あるいは特殊使巧の場合は、保証期間 
内でち「ち料修理」とさせていただをます。詳しくはな証書をご覧ください。 


修理を依巧されるとをは〜持込修巧 


異常のあるとをは、使巧を中止し、化ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡<ださい。 

こ 保証期間中は I 〔 保証期間び過ざているときは 


商品の修理に際しましては保罰書をご提示ください。 
保証書切;庶に従って販売店が修理させていただきます。 


ご連絡していただきたい内容 

品 名 

ブルーレイディスクプレーヤー/ライター 

お 名 

D - BR 1 

お買い上げ日 

年月日 

故障の巧況 

でさるだけ具体的に 

ご住巧 

付近の目印などを合わせてお知らせください 

お名前 


電話番号 


便利メモ 
お買い上げ店名 

田 ■() — 


お客様へ…おぼえのため、お買い上げ店名を記入すると便利です。 


商品を修理すれば使用でをる場合には、ご希望に 
よって有料で修理させていただをます。 

修理料金の仕組み 


技術料 

故障した商品を正常に修復ずるた 
めの料金でず。 

+ 

部品代 

修理に使用した部品代金でず。 


商品の修理ヴービスはお買い上げの販売店びいたします。 

■修理-お取扱い-お手入れについてのご相談な5びにご依頼はお買い上げの販売店にお申し付けください。 


転居されたり、ご贈答品などで販売店に修理のご柏談びでをない場合 

まち DVD インフオメーシヨンセンター 


誦0120 -96-3755 

受付時間： 3已已曰9:00〜20:00 


携帯電話か6のご利用は 

0570-00-3755 (通話料：有料） 

PHS や IP 電話などか5のご利用は 
03-色830 -18 已已（通話料：有料） 


「ま芝 DVD インフオメーシヨンセンター」は株式会社まをデジタルプ□ダクツ&ヴービス社び運営しております。 
お客様か5ご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答などの情報提供に利巧いたします。 

利用目的の範囲内で、当該製品に関連するま是グループを社や協力を地こ、お客様の個人情報を提供する場合びあります。 


■ 新商品などの商品選びや、お買い上げ後の昼本的な取扱ちまおよびネットワークなどの高度な取扱ちまな 
どのご柏談については裏表紙をご覽くださし、。 
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商品のお問いをわせに関して 


〇基本的な取扱方法や故障と思われる場合のご確認 


ま泛ブルーレイ/ DVD <レグザ> お客様サポートぺージをご覧ください 

http://www.toshiba.co.jp/regza/bd dvd/ 


@商品選びのご相談や、お買い上げをの基本的な取巧方法、故障と思われる場合のご相談 


- 新製品などの商品選びのご相談 ’ 

- 各種ケーブルの接続などのご相談 

’再生などの基本操作 
ま）ネットワーク接続設定を除をます。 

上記についてのお問い合わせは 

DVD インフオメーシヨンセンター』 

0120 -96-3755 

※フI」-ダイヤルは携帯電話. PHS など- g© 電話で肪舰に抓ません 
※間 il い霞曲增えております。霞謡号をよくお胁めのうえ、励、けい 
ただきまずよう邸 IW たします。 I 

受付時間： 3 巨日曰 9:00 〜 20:00 I 

/ 携帯電話からのI 
、ご利用は J 

^PHSやIP電話^ 
、からのご利用は J 

; FAX ] 

(S ィ a 0570 -00-3755 

(通話料:卻） 03-6830-1855 

(有料） 03-3258-0470 


@本機に関するネットワークなどの高度な取扱方法 

-ネットワークに関してのご相談 

-ダビングなどの高度な操作について 

I 卜記についてのお問いちわせは I 

『RD シリーズヴポートダイヤル』 

SIS ) 0570 -00-0233 

(PHS 

-一部の IP 電話などでは、ご利用になれない場合びあります） 

受付時間： 36 已日 9:00 〜 

18:00 


お問いさわせの前に、本機のお名と製造番号（今添付の巧証書）とソフトウ I アのパ’ー ジョン® 7をご確認ください。 

お名： 

1 

製造番号： 

L 

ソフトウェアのパージョン： 


• r ま芝 DVD インフォメーションセンター」 「 RD シ U - ズヴポートダイヤル」は株式会社まちデジタル 
プ□ダクツ&サービス社び運営しております。 

• お客様の個人情報は、 r まち個人情報な護ち針」に従い適切なな護を実施しています。 

• お客様からご提供いただいた個人情報は、ご相談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 
• ま芝グループ会社または協力会社び対応させていただ< ことび適切と判断される場合に、お客様の個人情報 
を提供することびあります。 


★長年ご使用のブルーレイデイスクプレーヤ ー/ ライターの点検を！ 



©2011 Toshiba Corporation 

無断複製および転載を禁ず 

株式会社^ 3 



デジタルプ□ダクツ &サービス 社 
干1日己一8001東京都港区芝浦1 -1-1 

* 所在地は変更になることびありますのでご了承ください。 
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